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メキシコからの憧憬― Hiroshigué = 廣重 ―

吉 井 伶 奈

国立国会図書館の蔵書から

“
H

iroshigué : el pintor de la nieve y de la 

lluvia, de la noche y de la luna”

（
広
重
―
―

雪
と
雨
と
夜
と
月
の
絵
師
）
は
、
メ
キ
シ
コ
の
詩

人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ホ
セ
・
フ
ア
ン
・
タ

ブ
ラ
ー
ダ
（José Juan T

ablada　

１
８
７
１
～

１
９
４
５
）
が
１
９
１
４
年
に
著
し
た
も
の
で
す
。

本
書
はT

orii

（
鳥
居
）
と
題
さ
れ
た
序
章
か
ら
始

ま
り
、
物
語
風
ま
た
は
散
文
詩
と
い
え
る
形
式
で
歌

川
広
重
（
初
代　

１
７
９
７
～
１
８
５
８
）
の
伝
記

を
ま
と
め
、
後
半
は
広
重
を
主
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
画
家
や
画
集
の
作
品
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

タ
ブ
ラ
ー
ダ
の
人
生
は
浮
き
沈
み
の
激
し
い
も
の

で
し
た
。
大
手
新
聞
社
に
勤
務
し
て
い
た
頃
に
発
表

し
た
詩
が
、
あ
ま
り
に
官
能
的
で
反
キ
リ
ス
ト
教
的

だ
と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
り
、
退
職
す
る
事
態
と
な

り
ま
す
。
そ
の
後
数
年
に
わ
た
り
心
身
を
病
み
、
退

廃
的
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
創
作
活
動
は
続
け
、

発
表
し
た
処
女
詩
集“

E
l Florilegio”

（
詩
の
花
々
、

１
８
９
９
）
が
評
判
を
呼
び
ま
す
。
エ
ッ
セ
イ
で
も

高
い
評
価
を
受
け
、
彼
の
人
生
は
大
き
く
浮
上
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
壇
で
の
名
声

確
立
後
、
創
作
に
苦
し
ん
で
再
び
治
療
を
受
け
る
よ

う
に
な
り
、
ワ
イ
ン
の
輸
入
業
に
転
身
し
ま
す
。
当

時
の
タ
ブ
ラ
ー
ダ
の
執
筆
活
動
は
新
聞
な
ど
へ
の
寄

稿
が
中
心
と
な
り
、
輸
入
業
で
財
を
成
し
、
日
本
風

の
屋
敷
を
建
て
て
浮
世
絵
な
ど
を
収
集
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、メ
キ
シ
コ
は
革
命
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。

今 月 の 一 冊

Hiroshigué = 廣重 : el pintor de la nieve y de 
la lluvia, de la noche y de la luna
José Juan Tablada, Monografias Japonesas, 1914, 119p ; 24cm　
<KC172-D20>

「廣重」と書かれた表題紙

3種の用紙で各10部刊行され、著者によるナンバリング
と押印がなされたとあるが、本書にはナンバーが振られ
ていない。

タブラーダ肖像
（出典：J.J. Tablada. El Florilegio, Librería de la Vda. de Ch. 

Bouret, 1904　<KR492-B7>）
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体
制
側
・
反
革
命
側
を
称
え
る
詩
集
や
散
文
を
発
表

し
て
い
た
こ
と
で
、
タ
ブ
ラ
ー
ダ
は
１
９
１
４
年
に

国
外
追
放
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
（
１
９
１
８
年
に
恩
赦
、
１
９
３
６

年
に
メ
キ
シ
コ
に
再
び
定
住
）。
本
書
は
、
そ
の
数

か
月
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
に
対
す
る
タ
ブ
ラ
ー
ダ
の
興
味
は
、
幼
い
と

き
に
、
母
親
の
友
人
か
ら
東
洋
の
異
国
情
緒
あ
ふ

れ
る
物
語
を
聞
き
、
ま
た
、
日
本
の
版
画
集
を
見

て
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
よ
う
で

す
。
１
９
０
０
年
に
は
実
際
に
日
本
を
訪
れ
、
数
か

月
間
滞
在
し
ま
す
。
メ
キ
シ
コ
外
務
省
か
ら
の
命
で

１
９
１
１
年
に
パ
リ
に
滞
在
し
た
際
に
は
、
本
書
の

執
筆
の
た
め
の
資
料
を
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。タ

ブ
ラ
ー
ダ
は
、
俳
句
（
俳
諧
）
を
自
身
の
詩
に

本
格
的
に
導
入
し
、
こ
の
短
詩
型
を
ス
ペ
イ
ン
語
圏

に
広
め
た
第
一
人
者
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
少

期
か
ら
鳥
や
虫
を
愛
し
、
一
時
は
画
家
を
目
指
し
て

い
た
ほ
ど
、
絵
画
の
才
能
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

本
書
の
名
所
図
会
の
解
説
の
箇
所
に
あ
る
自
邸
の

庭
の
描
写
に
は
、
タ
ブ
ラ
ー
ダ
の
感
覚
の
鋭
さ
と
、

庭
へ
の
強
い
愛
着
や
誇
ら
し
い
気
持
ち
が
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

庭
か
ら
は
、
柔
ら
か
く
神
秘
的
な
香
り
や
、
麝
香
の
よ

う
に
激
し
く
官
能
的
な
香
り
が
た
ど
り
来
る
。
そ
れ
は
、

HIROSHIGUÉ
他ページとは異なる紙で、エンボス加工されたような、装飾的なページ。

蔵書票
広重の『名所江戸百景』「深川万年橋」を基にしている。なお、本書には
ARTISTIC JAPAN＊収録の W. アンダーソン ” HIROSHIGUÉ” を読んでいたと思わ
れる記述があるが、その扉絵も「深川万年橋」がモチーフとなっている。
＊ ARTISTIC JAPAN については『国立国会図書館月報』723/724 号（2021 年
7/8 月）参照
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11687342_po_geppo210708.
pdf?contentNo=1#page=3

MONOGRAFIAS JAPONESAS（日本叢書）の告知がされているが、
国を追われたことで刊行は実現しなかったものと思われる。
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攪
乱
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
「
女
性
の
オ
ー
ラ
」
の
よ
う
で

あ
る
。

日
本
風
の
あ
ず
ま
や
か
ら
は
、
私
の
楽
し
み
の
た
め
に

竹
の
籠
に
入
れ
ら
れ
た
、
東
洋
の
諸
島
生
れ
の
小
鳥
の
さ

え
ず
り
や
、
金
華
鳥
の
甲
高
く
こ
っ
け
い
な
声
や
ニ
ッ
キ

色
の
ジ
ュ
ウ
シ
マ
ツ
の
声
が
届
く
。

も
っ
と
む
こ
う
、
庭
の
境
界
で
は
、
サ
ボ
テ
ン
の
チ
ャ

ル
チ
ウ
イ
テ
（
緑
色
の
石
）
の
ラ
ケ
ッ
ト
や
黒
緑
色
の
龍

舌
蘭
の
ま
っ
す
ぐ
な
葉
の
む
こ
う
に
、
日
本
人
で
さ
え
も

夢
見
た
こ
と
の
な
い
真
っ
青
な
空
を
背
景
に
し
て
、
ふ
た

つ
の
火
山
が
、
万
年
氷
の
栄
光
を
褒
め
称
え
て
い
る
！

（
太
田
靖
子
『
俳
句
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

　
メ
キ
シ
コ
詩
人

タ
ブ
ラ
ー
ダ
の
場
合
』
か
ら
同
氏
に
よ
る
和
訳
を
引
用
）

タ
ブ
ラ
ー
ダ
の
自
然
に
対
す
る
姿
勢
が
、
俳
句
や

広
重
の
浮
世
絵
と
共
鳴
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

タ
ブ
ラ
ー
ダ
を
紹
介
す
る
い
く
つ
か
の
文
献
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
タ
ブ
ラ
ー
ダ
は
独
自
の
観

察
眼
を
も
ち
、
本
書
中
で
は
、
常
に
自
国
文
化
と
の

比
較
対
象
に
お
い
て
日
本
の
絵
師
の
作
品
を
論
じ
て

い
ま
す
。
タ
ブ
ラ
ー
ダ
は
、
メ
キ
シ
コ
革
命
と
い
う

国
家
的
危
機
の
中
で
、
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
問
わ
れ
、
広
重
や
日
本
文
化
を
通
じ
て
そ
の
答
え

を
求
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

本
書
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
か
ら
は
、
財
産
も
地
位
も
奪

わ
れ
て
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
無
念
と
、
本
書

を
不
完
全
な
が
ら
も
急
ぎ
書
き
上
げ
る
こ
と
で
、
メ

（左）『名所江戸百景　深川洲崎十万坪』（https://dl.ndl.go.jp/pid/1303313）
（上）本書 63 ページ。「わが国の旧い言い伝えとの不思議な一致に驚かされ

るのだが、「日本の絵師描くテノチティトランの建設」とでも名付けたい、
この一幅の絵は、実際には深川洲崎十万坪と呼ばれている。一羽の巨大な
鷲がメキシコ高原の沼地に酷似した平野に降り立とうとしている。地平線
には、メキシコのイスタシワトルそっくりの火山が浮かんで見える。この
わが国の旧い伝説と似ていることは絶対だ。平野と水、地平線に浮かぶ火
山、舞い降りつつある鷲。ちょうどクアウテモクの象形文字みたいだ。」（田
辺厚子『北斎を愛したメキシコ詩人　ホセ・フアン・タブラーダの日本趣味』
から同氏による和訳を引用）

（左）浅草で起きた火災の様子と、火消同心安藤徳兵衛（広重）の登場を、台詞を交えて臨場感豊かに描いている（本書13ページ、17ページ）。この章は、文政2年（1819
年）の広重の作とされる『江戸の華』からインスピレーションを得て書かれたものと筆者は想像する。

（右）広重〔画〕『江戸の華』上 , 14 コマ目（https://dl.ndl.go.jp/pid/1286837/1/14）

los gritos: Kuaji gá! Kuaji gá!
（火事が！という叫び声）

¡Shita bi! ¡Shita bi! ¡El fuego declina!
（下火！下火！火が弱まる！）

3 国立国会図書館月報 767号 2025.3

https://dl.ndl.go.jp/pid/1303313
https://dl.ndl.go.jp/pid/1286837/1/14


○参考文献
田辺厚子『北斎を愛したメキシコ詩人　ホセ・フアン・タブラーダの日本趣味』PMC 出版 , 
1990　<KR452-E1>
太 田 靖 子『 俳 句とジャポニスム　 メキシコ詩人タブラーダの場 合』 思 文 閣出版 , 2008　
<KR452-J1>
Universidad Nacional Autónoma de México “José Juan Tablada VIDA, LETRA E IMAGEN“　
https://www.iifl.unam.mx/tablada/
Manuel Gutiérrez Silva ”José Juan Tablada's Creative Art Writing: Hiroshigué ... (1914) and 
the End of Nineteenth-Century Mexican Landscape Painting” Mexican Studies/Estudios 
Mexicanos, 34(3), 2018, pp. 305-346　https://www.jstor.org/stable/26771076
中川清「日本・ラテンアメリカ交流史(I)」『白鴎法学』(4), 1995.9, pp.115-236　https://dl.ndl.
go.jp/pid/2888336/1/60

※< > 内は当館請求記号

キ
シ
コ
民
衆
の
敵
に
加
担
し
た
国
賊
と
呼
ば
れ
て
も

な
お
訴
え
た
か
っ
た
彼
の
愛
国
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。…

…
微
妙
で
、
珍
し
い
、
気
ま
ぐ
れ
な
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム

で
は
な
く
、
も
っ
と
実
り
多
い
、
大
地
に
し
っ
か
り
足
を

つ
け
た
作
品
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
…
…
す
べ
て
の
人

が
、
日
本
の
芸
術
の
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
な
魔
術

を
集
約
し
た
よ
う
な
汝
の
作
品
か
ら
、
祖
国
の
美
を
い
か

に
発
見
し
、
よ
り
よ
い
も
の
に
仕
上
げ
る
か
を
学
ぶ
た
め

の
芸
術
的
目
標
！
「
芸
術
」
の
占
い
に
よ
っ
て
、
い
か
に

し
て
強
力
で
調
和
に
満
ち
た
、
美
し
い
優
し
い
祖
国
を
打

ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
学
び
と
る
よ
す
が
と
し
た

か
っ
た
の
で
す
。

（
田
辺
厚
子
『
北
斎
を
愛
し
た
メ
キ
シ
コ
詩
人

　
ホ
セ
・

フ
ア
ン
・
タ
ブ
ラ
ー
ダ
の
日
本
趣
味
』
か
ら
同
氏
に
よ

る
和
訳
を
引
用
）

本書 115 ページ。タブラーダが述べているように、この ”EPILOGO 
PREMATURO”（時期尚早のエピローグ）は、メキシコ革命により
すぐに論文執筆を終え、海外に亡命する準備をせざるを得なくなっ
たため、急いで書かれたものである。

「腰袋にきびだんごを入れて名水をひょうたんに補充したときに突
如逢坂の関が目の前に立ちはだかりました」（筆者による仮訳）と
いう表現からは、タブラーダの落胆とともに彼の知識を窺うこと
ができる。

各 ペ ー ジ の 右 上 角 に、
落 款 印 に 似 せ た「JJT」

（タブラーダのイニシャ
ル）が押されている。

本書では広重の作品や落款などが図版で紹介されている。
（上）落款など
（中）東海道五十三次 四日市 三重川
（下）東海道五十三次 蒲原 夜之雪
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オープンサイエンスを社会につなぐために
　　　　―国立国会図書館の取組を踏まえて

令和 6 年 11月6日（水）、第 26 回図書館総合展において、フォーラム「オープンサイエンスを社会

につなぐために―国立国会図書館の取組を踏まえて」を開催しました。

オープンサイエンスは、社会に対して、人文・社会科学も含めた科学を、そのプロセスを含めてより

開かれたものとする活動で、国際的に大きな潮流となっています。

オープンサイエンスの一部でもあるオープンアクセスについては、大学などの学術研究機関の果たす

側面が注目されがちです。しかし、オープンサイエンスには、シチズンサイエンス（市民科学）など、よ

り多くの取組や概念が含まれ、社会全体に広がる多様な活動が想定されています。国立国会図書館

（NDL）や公共図書館、学校図書館もまた、オープンサイエンスへの貢献が期待されていると考えら

れます。

フォーラムでは、倉田敬子館長による基調講演と大場利康利用者サービス部長による補足説明、そ

して根本彰・東京大学名誉教授及び林和弘・文部科学省科学技術・学術政策研究所データ解析政

策研究室長からの話題提供を踏まえ、登壇者 4 名によるパネルディスカッションが行われました。

パネルディスカッション登壇者。

左から、倉田館長、根本東京大学名誉教授、林文部科学省科学技術・学術政策研究所データ解析政策研究室長、大場利用者サービス部長。
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オープンサイエンスの定義は文脈により様々で
すが、ポイントは、オープンな科学的知識と、そ
の知識を生み出す研究プロセスそのものがオープ
ンになることの、二つに整理されます。特に、国
際連合教育科学文化機関（UNESCO）の勧告《次
ページ参照》はオープンサイエンスをこの二つを
含むものとして捉えた上で、さらに社会の変革に
つなげるようなシステムを構築してゆくべきだと
主張しました。

オープンサイエンスを考える際には、現在の研
究者同士による学術コミュニケーションの仕組
が、効率的だが閉鎖的である点に注意が必要です。
研究成果としての論文を誰でも読めるようにする
オープンアクセスは、この閉鎖性をオープンにし
てゆく最初の一歩ですが、オープンサイエンスは
成果だけでなく研究プロセス全体をオープンにす
るものであり、異なる概念と言えます。研究プロ
セスをオープンにする試みは始まったばかりであ
り、今後の展開は未知数ですが、伝統的に正しい
とされてきた論文の表現形式や研究評価のあり方

が変わってゆく可能性もあります。
オープンサイエンスが進む中で、NDL が研究者

の研究プロセスの変革に直接的に関与することは
困難です。しかし、NDL が果たせる役割は、よ
りオープンになった科学的知識を社会一般へと繋
ぎ、その中で再利用と循環を促進させるところに
あると考えています。

基調講演
「オープンサイエンス　その新規性の持つ意味」

倉田 敬子（館長）

倉田 敬子倉田 敬子

オープンサイエンス
その新規性の持つ意味

国立国会図書館長

倉田敬子

2024.11.6図書館総合展 1

※当日の発表スライドは、以下のURL、QRコードからご覧
いただけます。
https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/forum01.pdf
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現在の NDL は、オープンサイエンスのための
取組を積極的に行っているとは言えませんが、推
進している事業には、UNESCO の勧告で掲げられ
たオープンサイエンスの主要な柱とつながり得る
ものがあります。柱の全てをカバーできているわ
けではありませんが、例えば、「オープンな科学
的知識」としては、所蔵資料のデジタル化、イン

ターネット資料及びオンライン資料の収集、電子
展示会が当てはまると考えられます。「オープン
インフラストラクチャ」としてはデジタル化資料
の全文テキストデータの作成・活用、国立国会図
書館サーチの拡充、メタデータの整備・流通のた
めの取組が挙げられます。また、リサーチ・ナビ
や科学技術に関する調査プロジェクトは、「社会
的主体のオープンな関与を支える取組」と考える
ことも可能です。

オープンサイエンスの進展により、既存の「出
版」という枠組みも変化してゆくと思われますが、
出版されたものを中心に収集・保存・提供してき
たアーカイブ機関である NDL も日本の図書館も、
この変化に対応していかなければなりません。戦
後間もない創設時の議論において、NDL が日本
再建のための科学的基礎として構想されていたこ
とを振り返れば、科学を社会に開いてゆく取組に
NDL が関わってしかるべきではないかと考えて
います。

補足説明
「オープンサイエンスにつながる国立国会図書館の取組」

大場 利康（利用者サービス部長）

大場 利康大場 利康

オープンサイエンスにつながる
国立国会図書館の取組

利用者サービス部長

大場 利康

図書館総合展 2024
フォーラム

オープンサイエンスを社会につなぐために
―国立国会図書館の取組を踏まえて

「UNESCO『オープンサイエンスに関する勧告』とは」「UNESCO『オープンサイエンスに関する勧告』とは」
　2021年パリで開かれた第41回UNESCO総会で、オープンサイエンスを志向する国際的な機運に促　2021年パリで開かれた第41回UNESCO総会で、オープンサイエンスを志向する国際的な機運に促
され、「オープンサイエンスに関する勧告」が全会一致で採択されました（サイエンス（科学）には、自され、「オープンサイエンスに関する勧告」が全会一致で採択されました（サイエンス（科学）には、自
然科学、社会科学・人文科学全てを含みます。）。勧告では、オープンサイエンスを、科学知識の自由な利然科学、社会科学・人文科学全てを含みます。）。勧告では、オープンサイエンスを、科学知識の自由な利
用とアクセス、社会の利益を考慮した協力と共有、科学コミュニティを超えて科学的知識を生み出すプロ用とアクセス、社会の利益を考慮した協力と共有、科学コミュニティを超えて科学的知識を生み出すプロ
セス全体を解放することを含む概念として定義づけています。また、オープンサイエンスの主要な柱としセス全体を解放することを含む概念として定義づけています。また、オープンサイエンスの主要な柱とし
て、①オープンな科学的知識、②オープンインフラストラクチャ、③オープンサイエンスコミュニケーショて、①オープンな科学的知識、②オープンインフラストラクチャ、③オープンサイエンスコミュニケーショ
ン、④社会的主体のオープンな関与、⑤他の知識システムとのオープンな対話を挙げています。ン、④社会的主体のオープンな関与、⑤他の知識システムとのオープンな対話を挙げています。

※当日の発表スライドは、以下のURL、QRコードからご覧
いただけます。
https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/forum02.pdf
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図書館情報学において、図書館とは「知」をオー
プンにするものであることが大前提です。これま
での図書館におけるオープン化は、出版物を集め
て提供することを意味しました。オープンサイエ
ンスが進めば、出版者を介さないものも扱うこと
になりますので、その「質」を、著者や学会など
誰が保証するのかという問題が出てきます。

知の構造は公開範囲と公開形態の二つの軸で整
理されますが、NDL の主な守備範囲は「ナショ
ナル」の範囲で「パブリッシュ」された資料で
す（下図参照）。一方、サイエンスの世界では、
UNESCO の勧告でオープンな科学的知識として列
挙されているものが多岐にわたっているように、 出版物以外も対象となります。これまでも NDL

の守備範囲外に多くの資料がありましたし、デジ
タルトランスフォーメーション（DX）の進展に
伴い、オンライン文芸（ネット小説）など、紙で
あれば収集対象としてきたコンテンツが収集範囲
外に展開される事例も生じました。収集範囲外と
なっているコンテンツにいかに対象を広げてゆく
か、その際に質の確保はどうするか、NDL を含
めた図書館界全体の課題です。

話題提供
「知のオープン化と NDL の役割」

根本 彰氏（東京大学名誉教授）

根本 彰氏根本 彰氏

知のオープン化と
NDLの役割

根本彰

※当日の発表スライドは、以下のURL、QRコードからご覧
いただけます。
https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/forum03-1.pdf
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私は、グーテンベルクの印刷革命が宗教革命に
つながり、広く聖書が民衆に届くことでプロテス
タントが生まれたように、情報メディアの革命に
より情報が開放された基盤が生まれ、それが社会
を変革させてきたと考えています。17 世紀にも
学術ジャーナルや学会の誕生、数学と物理の融合
などが起き、それらが技術革新を産み、社会を大
きく変えました。当時と現在を対比させるとよく

似ています。学会の代わりに学術ソーシャルメ
ディアが、ジャーナルの代わりにプレプリント
サーバが登場しました。AI を活用した研究や文理
融合など異分野共創の可能性も広がっています。
図書館に目を向けると、シチズンサイエンスの文
脈から、市民が触れられる知識と、知識生産のチャ
ンスが大きく増えました。出版者と図書館、図書
館と市民の関係性の変容も時間の問題です。

日本におけるオープンサイエンス政策の取組と
しては、「データ基盤と利活用による学術界の再
構築」というグランドビジョンの下で、科学者ネッ
トワークを土台に研究データを完備する基盤を構
築し、その上層に知識基盤を立て AI の活用といっ
た共創を広げるモデルが構想されています 。デー
タ基盤の土台を、（職業）科学者コミュニティに
閉じたものとせず、公共図書館であれば地方公共
団体に、NDL であれば日本全国、あるいは世界
に読み替えてモデルを構想し、生成 AI とともに
新たな知識や価値を生み出す仕掛けを作ってゆく
ことを期待しています。

話題提供
「オープンサイエンスの潮流からみた NDL の可能性」

林 和弘氏（科学技術・学術政策研究所 データ解析政策研究室長）

林 和弘氏林 和弘氏

オープンサイエンスの潮流からみた
国立国会図書館の可能性

林 和弘
文部科学省 科学技術・学術政策研究所

日本学術会議連携会員
INFOSTA（情報科学技術協会）副会長

2024年11月6日
図書館総合展2024

1

※当日の発表スライドは、以下のURL、QRコードからご覧
いただけます。
https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/forum03-2.pdf
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倉
田　

ま
ず
、
出
版
物
を
含
め
た
知
識
基
盤

を
構
成
す
る
対
象
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
こ
れ
ま
で
日
本
で
刊

行
さ
れ
た
紙
の
出
版
物
を
基
本
的
な
対
象
と

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
こ
れ
で
は
足
り

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

対
象
を
広
げ
る
際
の
優
先
順
位
が
問
題
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

根
本　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
最
後
の
砦
と
し
て
網
羅
的

な
収
集
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
対
象
を
広
げ
る
際
は
、
質
と

量
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
（
紙
の
出
版
物
の
）
網
羅
的
な
収
集
を

行
っ
て
き
た
目
的
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ブ

リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
（
全
国
書
誌
）
を
作
り
、
知

の
生
産
物
の
全
体
像
を
参
照
で
き
る
ツ
ー
ル

を
提
供
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
範
囲
を
広
げ
て
ゆ
く
際
に
、
例
え
ば
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
で
あ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
小

説
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
集
め
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
参

照
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
に
な
り
ま
す
。
メ
タ
デ
ー
タ
を
付
す

こ
と
も
一
つ
の
あ
り
方
で
す
が
、（
テ
ー
マ

に
応
じ
た
調
べ
方
に
沿
っ
て
資
料
を
紹
介
し

た
）
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
の
よ
う
な
形
も
あ
り

得
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
手
作
業
で
出
力

を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
Ａ

Ｉ
を
活
用
で
き
る
か
検
討
し
て
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。

林　

こ
れ
か
ら
の
５
年
と
い
う
ス
パ
ン
で

は
、
現
在
進
行
中
の
紙
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
さ
ら
に
進
展
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
を

手
堅
く
や
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
大
事

な
役
目
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。一
方
で
、

他
の
図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
目
を

向
け
る
と
、
様
々
な
挑
戦
的
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
そ
の
よ
う
な
取
組
の

継
続
性
と
い
う
問
題
が
出
て
き
た
際
に
、
Ｎ

Ｄ
Ｌ
が
拾
い
上
げ
る
と
い
う
こ
と
も
期
待
し

て
い
ま
す
。
挑
戦
的
な
取
組
の
全
て
を
Ｎ
Ｄ

Ｌ
が
引
き
受
け
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の

で
、重
要
な
取
組
を
選
別
す
る
「
セ
ン
サ
ー
」

が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

大
場　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
資
料
に
つ
い

て
は
、
整
備
し
た
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
の

収
集
制
度
の
定
着
を
目
指
す
途
上
に
あ
り
、

ネ
ッ
ト
小
説
な
ど
ま
で
は
手
が
回
っ
て
い
ま

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パネルディスカッションの様子。左から、倉田館長、根本東京大学名誉教授、林文部科学省科学技術・学術政策研究所デー
タ解析政策研究室長、大場利用者サービス部長。
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せ
ん
。
実
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
も
平
成
17
年
に
「.jp

ド
メ
イ
ン
」
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
広

く
収
集
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す

が
、
社
会
的
合
意
が
得
ら
れ
ず
制
度
化
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
反
省
も
踏
ま
え
、

ま
ず
は
実
績
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
リ
サ
ー
チ
・

ナ
ビ
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
手
作
業
に
よ
り

ま
す
が
、
今
後
は
、
人
が
切
り
開
い
て
整
備

し
た
も
の
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
て
、
パ
タ
ー

ン
化
で
き
る
部
分
は
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
挑
戦
的
な

取
組
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ラ
ボ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ラ
ボ
で
は
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
公
開
し
、
外

部
の
研
究
者
な
ど
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
と
に
改
善
を
し
て
い

ま
す
。

　
「
セ
ン
サ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
外

と
の
接
点
を
上
手
に
構
築
し
な
が
ら
、
図
書

館
総
合
展
の
よ
う
な
場
も
活
用
し
て
様
々
な

御
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
大
き
な
組
織
で
あ
り
、
結

果
と
し
て
強
い
影
響
力
を
持
つ
の
で
、
挑
戦

的
な
試
み
よ
り
も
堅
実
な
取
組
を
行
う
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進

展
を
踏
ま
え
る
と
、
従
来
の
紙
資
料
に
対
す

る
活
動
と
の
整
合
性
に
も
留
意
し
な
が
ら
、

挑
戦
的
な
試
み
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
術
情
報
流
通
へ
の
取

組
は
、
そ
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
身
と
し
て

は
、
弱
い
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
学
術
研
究

機
関
と
は
異
な
る
と
い
う
立
場
を
踏
ま
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
つ
い
て
の
議
論

も
出
ま
し
た
が
、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
国
立
国
会
図

書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事

業
）
で
大
量
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
の
全
て
に

メ
タ
デ
ー
タ
を
付
け
る
こ
と
は
現
実
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活

用
で
き
る
の
か
、
サ
ー
ビ
ス
に
ど
う
結
び
付

け
る
の
か
、
検
討
し
て
い
る
状
況
で
す
。
そ

こ
で
、
次
は
利
用
者
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性
が
考
え
ら
れ
る

か
、議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

根
本　

学
術
研
究
は
、
始
ま
っ
た
当
初
は
市

民
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
と
特
殊
な
人
た
ち
の
仕
事
に
な
っ
て
ゆ
き

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
で
生
じ
た
、

学
術
を
も
う
一
度
市
民
の
手
に
取
り
戻
そ
う

と
い
う
動
き
が
シ
チ
ズ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
チ
ズ
ン

サ
イ
エ
ン
ス
と
い
え
ば
、（
学
校
教
育
の
）

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
で
あ
る
学

習
指
導
要
領
に
お
い
て
「
探
究
学
習
」
が
柱

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
探
究
」
と
い

う
と
学
校
で
学
術
研
究
を
行
わ
せ
る
よ
う
な

印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
本
来
は
そ
う
で
は
な

く
、
身
近
な
素
材
や
関
心
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
ど
こ
か
で
学
術
研
究
に
つ
な
が
る
も
の
な

の
で
は
な
い
か
、
教
え
る
べ
き
は
論
文
の
書

き
方
な
ど
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
チ
ズ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
を
支
え
る
基
盤
と
し

て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
が
、
学
校
図
書
館
や
公

共
図
書
館
が
非
常
に
重
要
で
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に

は
、
他
の
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
他
の
館
種

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ま
で
広
げ
て
ゆ
く
「
お

膳
立
て
」
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

林　

現
代
で
は
、
情
報
の
第
一
の
利
用
者
が

機
械
や
Ａ
Ｉ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し

た
上
で
、
人
間
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
設
計
し

直
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
理
工
系
と

比
べ
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
た
人
文
科
学

や
社
会
科
学
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
情
報
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
中
で
も
挑
戦
的
な
取
組
を
続
け
て
い
る

Ｎ
Ｄ
Ｌ
ラ
ボ
か
ら
人
文
科
学
や
社
会
科
学
の

新
し
い
姿
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
姿
が
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え

る
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
シ
チ
ズ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
観
点
で
は
、

多
く
の
人
が
協
働
し
そ
れ
を
ま
と
め
て
知
識

生
産
を
行
う
活
動
の
中
で
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
整
備

し
て
い
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
が
、
Ａ
Ｉ
と
共
に

役
立
つ
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

大
場　

様
々
な
図
書
館
が
様
々
な
取
組
を
し

て
い
る
中
で
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の

よ
う
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
提
起
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
現
在
、
個
人
向
け

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
満
18
歳
以
上
を
登
録
資
格
と
す

る
利
用
者
登
録
が
必
要
な
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

対
象
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
図
書

館
向
け
送
信
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
年
齢
制
限

な
く
利
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
人
が
協
働
で
調
査
研
究
を
行
う
活
動
の

中
で
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス
を
生
か
す
形
と
し

て
、
全
国
の
図
書
館
と
連
携
し
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の

サ
ー
ビ
ス
も
組
み
入
れ
な
が
ら
調
べ
、
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
機
会

が
設
け
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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　フォーラム当日の様子は、国立国会図書館公
式YouTubeチャンネルで公開しています。以下の
URL、QRコードからご覧いただけます。

https://www.youtube.com/watch?v=hgo7jNB8QOI

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
ラ
ボ
に
つ
い
て
は
、
高
評
価
を
い

た
だ
き
あ
り
が
た
い
で
す
が
、
ま
だ
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
も
行
っ
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
人
文
学
の
研
究
者
の
方
と
の
連
携
か
ら

事
例
を
積
み
重
ね
、
成
果
を
広
く
還
元
し
て

ゆ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田　

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
う
か
が
っ
て
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
こ
れ
ま
で
納
本
図
書
館
と
し
て
集

め
て
き
た
出
版
物
に
加
え
、
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
も
資
料
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
収
集
し
た
資
料
を
循
環
さ
せ

る
た
め
に
、
単
な
る
メ
タ
デ
ー
タ
の
整
備
を

超
え
て
何
が
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
リ
ア
ル
な
「
場
」
と
い
う

点
で
は
、
外
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
場
合
に

よ
っ
て
は
利
用
者
と
も
協
働
す
る
サ
ロ
ン
の

よ
う
な
も
の
が
で
き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す

し
、
ま
た
、
来
館
サ
ー
ビ
ス
も
再
考
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

根
本　

こ
こ
ま
で
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
所
蔵
資
料
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
は
評
価
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
全
文
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
検
索
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
も
様
々
に
用
途
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
文
化
面
で
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
課
題

を
解
決
し
て
い
く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

林　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
図
書

館
の
「
ネ
オ
Ｄ
Ｘ
」
を
実
現
で
き
る
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
を
支

え
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
図
書
館
に
全
て
の

知
が
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
お
け
る
知
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し

ま
す
。

NDLでは、令和３年度からの5 年間を期間とした「第五期国立国会図書館科学技術情報整備基

本計画」の下で、様 な々デジタル関連事業を推進しています。現在は、第六期基本計画に向けた検

討にも着手しており、本フォーラムでの議論も取り込んでまいります。
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「
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
て
、
起
動
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。」
と
報
告
を
受
け
、
古
い
デ
ィ
ス
ク
を
受
け
取
る
。

１
９
９
７
年
発
行
の
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は

「
動
作
環
境：

W
indow

s  3.1/95

」
と
あ
る
。
通
常
使

用
す
るW

indow
s 10

の
端
末
は
も
ち
ろ
ん
、W

indow
s 

XP

の
端
末
で
も
起
動
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
よ

う
な
資
料
の
起
動
方
法
を
探
る
の
も
音
楽
映
像
資
料
課
の
業

務
の
一
つ
で
あ
る
。
今
回
の
様
な
パ
タ
ー
ン
で
は
、
昭
和
の

お
じ
さ
ん
（
私
）
で
あ
る
こ
と
が
有
利
に
働
く
こ
と
が
あ

る
。
ス
マ
ホ
は
使
い
こ
な
せ
な
く
て
も
、
散
々
使
っ
て
き
た

W
indow

s XP

で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
に
使
え
る
の
だ
。

　

ま
ず
は
通
常
の
端
末
で
の
起
動
を
試
み
る
。
色
々
や
っ
て

み
る
が
、
や
は
り
起
動
で
き
な
い
。
次
にW

indow
s XP

の
端
末
で
起
動
を
試
み
る
。
報
告
の
と
お
り
、
エ
ラ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
先
に
は
進
め
な
い
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
「
最
低
３
Ｍ
Ｂ
の
使
用
可
能
な
仮
想
記
憶
が
必
要

で
す
」
と
い
う
内
容
で
、
初
め
て
見
る
も
の
だ
。
仮
想
メ
モ

リ
絡
み
の
事
と
考
え
、
端
末
の
設
定
を
確
認
す
る
が
、
仮
想

メ
モ
リ
も
物
理
メ
モ
リ
も
十
分
な
数
値
で
あ
る
。
当
て
が
外

れ
た
。
昭
和
生
ま
れ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
な
ど
初
め
か
ら
存

在
し
な
か
っ
た
の
だ
。

　

か
く
な
る
上
は
、「
ネ
ッ
ト
で
検
索
」
だ
。
現
代
に
お
い

て
は
、
昭
和
の
お
じ
さ
ん
こ
そ
調
べ
も
の
の
連
続
で
あ
る
。

フ
リ
ッ
ク
入
力
は
使
い
こ
な
せ
な
く
て
も
、
散
々
使
っ
て
き

た
キ
ー
ボ
ー
ド
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
に
使
え
る
の
だ
。

　

エ
ラ
ー
の
原
因
は
あ
っ
さ
り
見
つ
か
っ
た
。
発
行
当
時
の

パ
ソ
コ
ン
の
メ
モ
リ
容
量
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
設
定
範

囲
よ
り
も
、
近
年
の
パ
ソ
コ
ン
の
メ
モ
リ
容
量
が
は
る
か
に

大
き
く
な
っ
た
た
め
に
起
き
る
不
具
合
で
あ
っ
た
。
解
決
法

も
確
認
で
き
、
資
料
は
見
事
、W

indow
s XP

上
で
復
活
を

遂
げ
た
。
さ
ら
に
、
誰
も
が
起
動
で
き
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
資
料
と
ひ
と
組
に
し
て
書
庫
に
戻
し
て
お
く
。

こ
れ
に
て
一
件
落
着
で
あ
る
。

　

今
回
は
上
手
く
い
っ
た
が
、
す
で
に
起
動
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
資
料
、
近
い
将
来
起
動
で
き
な
く
な
る
と
思
わ

れ
る
資
料
は
少
な
く
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
進
化
に
取
り
残
さ

れ
て
い
る
の
は
、
昭
和
の
お
じ
さ
ん
よ
り
も
、
平
成
の
Ｃ

Ｄ-
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
方
が
深
刻
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料

を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
、
利
用
環
境
を
維
持
し
、
令
和
生
ま

れ
に
継
承
す
る
か
。
そ
れ
を
試
行
錯
誤
し
て
い
く
の
も
、
昭

和
の
お
じ
さ
ん
、
も
と
い
音
楽
映
像
資
料
課
の
業
務
の
一
つ

で
あ
る
。  

                          

（
音
楽
映
像
資
料
課　

テ
ヅ
ル
モ
ヅ
ル
）

　
　
　
　
　
　
　

100年後も
読みたいんです

（左）職員から見た音楽・映像資料室。
（右）古い資料の再生用にWindows XP端末を確保してある。
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国立国会図書館デジタルコレクションで国立国会図書館デジタルコレクションで
　　　　　　　　　　　よみがえる帝国議会　　　　　　　　　　　よみがえる帝国議会

　―「帝国議会資料」を大幅拡充　―「帝国議会資料」を大幅拡充

　令和 7 年 2 月 25 日、 国立国会図書館デジタルコレクション （https://dl.ndl.go.jp/） に貴族院 ・ 衆

議院が発行した帝国議会の議事資料や出版物を大幅に追加しました。 これまでも帝国議会の議事資

料や出版物約 900 点を提供していましたが、 今回新規に約 2,200 点を追加しました。 また、 国

立国会図書館デジタルコレクションのトップページに新たに 「帝国議会資料」 コレクションを作成し

て専用の詳細検索画面を設けました （p.15参照）。

　帝国議会の議事資料や出版物には、 国立国会図書館が未所蔵のものが多くあり、 令和元年から数

年かけて、 改めて当館の所蔵状況の調査を行いました。 当館に所蔵がない又は欠ページがあるなど

不完全な資料については、 衆議院 ・ 参議院の両事務局に、 所蔵調査の協力を依頼し、 貴重な資料

をお借りしてデジタル化をすることになりました。 まず、 衆議院事務局からお借りしてデジタル化を

進めています。 それらは数にして、 今回追加した約 2,200 点のうち、 約 1,000 点にのぼり、 当

館の未所蔵分を大幅に補うことができました。

　これらの議事資料と出版物は、 国立国会図書館デジタルコレクションでインターネット公開されて

います。 帝国議会の議事速記録を提供する 「帝国議会会議録検索システム」 ＊1 とあわせて、 ぜひご

利用ください。

　なお、 今回の追加提供によって帝国議会の全ての議事資料と出版物のデジタル化と公開が完了し

たわけではありません。 今後も衆議院・参議院の両事務局の協力を得てデジタル化作業を進め、 「帝

国議会資料」 コレクションに追加していく予定です＊2。

　この記事では、「帝国議会資料」 コレクションに含まれる主な資料として、法律案、予算・決算、質問、

請願、 公報、 上奏と建議、 議事録、 要覧を取り上げ、 それぞれの特徴を資料の画像とともにご紹

介します。

＊１　帝国議会会議録検索システム （https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/） は、 令和6年8月に全期間の議事速記

録の全文テキストデータを公開しました。 

詳細は、 次の本誌記事参照のこと。 「テキストで読める！さがせる！　帝国議会会議録検索システム、 全期間の本

文テキストを公開」 『国立国会図書館月報』 764号 （2024年 12月） pp.7-17 

https://dl.ndl.go.jp/pid/13834998

＊２　予算各目明細書の一部などを、 今後提供する予定です。

（調査及び立法考査局　議会官庁資料課）
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「帝国議会資料」コレクションの検索について
国立国会図書館デジタルコレクションに「帝国議会資料」というコレクションを新設し、専用の詳細検索

画面を用意しました。タイトルのほか、回次、院名、資料種別等で検索、絞り込みが可能です。

資料種別 主な資料
議案

法律案 政府提出法律案（政法）（→p.16参照）、衆議院議員提出法律案（衆法）
予算 予算案（→p.17参照）、予算明細書、予算参考書
決算 決算、国有財産増減総計算書
その他議案 上奏、建議（→p.19参照）、承諾案（緊急勅令・予備金支出）

質問 質問（→p.17参照）
請願 請願文書表（→p.18参照）、請願報告
便覧 貴族院要覧、衆議院要覧（→p.21参照）、衆議院議員総選挙一覧
先例集 貴族院先例録、衆議院先例彙纂
公報・報告 貴族院彙報、衆議院公報（→p.19参照）、貴族院事務局報告、衆議院報告
会議録 貴族院議事録、衆議院議事録（→p.20参照）
その他 各国議院法規、新法律の要旨

資料種別と種別ごとの主な資料

国立国会図書館デジタルコレクションのコレクション一覧

詳細検索画面
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法律案
帝国議会では、政府と両院（貴族院・衆議院）が法律案を提出できました。ただ、帝国議会の議決のみで

は法律は成立しませんでした。現在の国会と異なり、大日本帝国憲法では立法権は天皇に属し、帝国議会はそ
の行使に協賛する機関のため、法律が成立するためには天皇の裁可が必要でした。

今回追加した法律案の資料は主に、政府提出（政法）と衆議院議員提出（衆法）のものです。法律案本文
のほか、提出文書、委員会報告書、議事経過、回付案などが綴じられていることがありますが、回次や法律案
によって収録内容は異なります。

■帝国議会の審議を経た現在有効な法律の法律案
　で最も古いもの

帝国議会の開設以降に公布された法律で現在有効なも
ののうち最も古いものは、通貨及証券模造取締法（明治
28 年法律第 28 号）＊1 です。内容は貨幣や紙幣、国債な
どの偽造を禁止するものです。この法律案は第 8 回帝国
議会（明治 27（1894）年 12 月開会）において、政府か
ら提出されました。今回デジタル化したものは貴族院での
議決後に衆議院へ送付されたものです。先に審議された貴
族院で修正があったため、画像を見るとその内容が赤色で
印字されていることが確認できます。なお、罰則は重禁錮
＊2 と罰金の両方となっており、罰金の金額は制定時から令
和 4 年まで改正されず「五円以上五十円以下」でしたが、
令和 4 年に重禁錮と罰金から拘禁刑へ改正（令和 7 年 6
月1 日施行）され罰金はなくなりました。

＊１　日本法令索引（https://hourei.ndl.go.jp/）での検索結果です（令
和 6 年 12 月23 日確認）。

＊２　当時の刑法（明治 13 年太政官第 36 号布告）に規定されてい
た刑の 1 つです。

『衆議院 上奏案、建議案、決議案、暫定衆議
院規則案、動議、質問 第 92 回帝国議会』
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048942/1/252
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048942/1/253

『法律案 政府提出 第 8 回帝国議会』
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048939/1/134

16国立国会図書館月報 767号 2025.3

https://hourei.ndl.go.jp/
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048942/1/252
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048942/1/253
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048939/1/134


予算・決算
帝国議会において予算案は、現在の国会と同様、衆議院に先に提出されました。提出されると直ちに予算委

員会に付託ののち審査され、同委員会の報告をまって本会議に付されました。予算は両院での議決の後、法律
案と同様に天皇の裁可を経て成立し、公布されました。

また、決算は政府から貴族院、衆議院に提出され、各院において審査されました。

■国会議事堂の建築経費
現在の国会議事堂の建築費は、第 40 回帝国議会（大正 6（1917）年 12 月開会）に提出された大正 7（1918）

年度予算の中で、初年度に議院建築費 31 万円、総額 750 万円の 10 年間の継続費として計上され、認められ
ました。その後、建築設計競技を経て大正 9（1920）年に着工しましたが、関東大震災などのため建築に約
17 年を要し、完成は昭和 11（1936）年になりました。

『予算案 大正 7 年度、予算追加案 大正 6 年度・
7 年度 第 40 回帝国議会』
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048941/1/19

『予算明細書　大正 7 年度　第 40 回帝国議会』
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048940/1/94

質問
帝国議会でも議員は文書（質問主意書）で政府に対して質問することができましたが、そのためには 30 人

以上の議員の賛成者が必要でした。なお、現在の国会では質問の賛成者は不要になりました。

■帝国議会衆議院の最後の質問主意書
右の資料は、第 92 回帝国議会（昭和 21（1946）年 12 月開会）で提出された帝国議会衆議院の最後の質

問主意書「元軍用航空基地塩田化に関する質問主意書」です。提出者の後に賛成者の名があります。答弁書は『衆
議院議事速記録』第 92 回帝国議会　第 30 号（昭和 22 年 3 月29 日）に質問主意書と共に掲載されています＊1。

＊１　https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/#/detailPDF?minId=009213242X03019470329
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請願
請願は、議員による紹介を必要とし、貴族院、衆議院においてそれぞれ別に受理されました。請願が受理さ

れると、請願委員会により請願文書表（請願者住所・氏名、紹介議員氏名、要旨等を掲載）が作成されました。
請願委員会で、本会議での議決に付すべきか、付すべきでないかが決まると、報告が作成されて議長に提出さ
れました。本会議で議決に付すべきものとされた場合は、本会議で審議され、採択された請願は、意見書が添
えられて議長から内閣総理大臣へ送付されました。

今回デジタル化した衆議院の請願の資料のうち、請願文書表は目次及び文書表から、報告は特別報告（意
見書案）、参考送付（政府又は他の委員会）、不採択、取下げの各種類から、概ね構成されています。

■女性の選挙権を求める請願
この画像（赤枠内）は、「婦人ニ対スル不公平ナル現

行法令及社会制度ヲ改善」と「女子教育ノ根本的改善」
を主な理由に、女性の選挙権を求める請願「衆議院議員
選挙法中改正ノ件」です。第 44 回帝国議会（大正 9（1920）
年 12 月開会）の衆議院で受理されたもので、請願者の「平
塚明」は、婦人運動で有名な「平塚らいてう」です。こ
の請願は、大正 10（1921）年 2 月 28 日の請願委員会
第二分科会、3 月 4 日の請願委員会で順次審査され、不
採択とすべきものとされました。第 89 回帝国議会（昭和
20（1945）年 12 月開会）における衆議院議員選挙法の
改正で、女性に選挙権が認められることとなりましたが、
この請願から実に 24 年後のことでした。

『衆議院 上奏案、建議案、決議案、動議、懲罰事犯、質
問 第 40 回帝国議会』
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048943/1/293
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048943/1/294

『衆議院 請願 文書表 第 44 回帝国議会』
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048945/1/569
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公報
帝国議会では、第 14 回帝国議会（明治 32（1899）年 11 月開会）から『衆議院公報』が、第 25 回帝国議会（明

治 41（1908）年 12 月開会）から『貴族院彙報』が発行されました。おおよそ開会から閉会までの休日を除く
毎日発行されました。その内容は、本会議や委員会の開会予定や経過、受領した議案や配付資料の一覧など
です。

■議事日程
この画像は第 28 回帝国議会（明治 44（1911）年

12 月開会）の衆議院公報（第 26 号／明治 45（1912）
年 2 月12 日）の最初のページです。「会議」とあるの
は本会議の、その次の「委員会」は委員会の日程で、
開催の日時、案件が掲載されています。帝国議会で
は法律案ごとに委員会を設置する＊1 方法でした。例え
ばこの画像のページでは国有林野付与ニ関スル法律
案委員会、鉄道敷設法中改正法律案委員会などが掲
載されています。

＊１　現在の国会では一定の所管事項をもつ常任委員会に法律
案が付託されるのに対し、帝国議会は、法律案審議にお
いては回次ごとに法律案名を冠する委員会が設置されまし
た。なお、関係法律案はまとめて一つの委員会で審査す
ることもありました。

上奏と建議
上奏とは、貴族院、衆議院の各議院がその意見を直接、天皇に対して申し上げることです。内容は儀礼上の

上奏と政治上の上奏とがありました。儀礼上の上奏は、各回次の開院式における勅語への奉答文などで、政治
上の上奏は国務大臣を弾劾するものなどでした。上奏を採用するかどうかは天皇の判断にゆだねられていました。

建議とは、貴族院と衆議院の各議院がその意見を政府に対して表明し、採用を求める制度のことです。その
内容は、法律に関するものと法律以外の事項に関するものがありました。法律に関する建議とは、法律の制定・
改廃を政府に要望するものです。法律以外の事項に関する建議は、政府の職権に属する事項であれば提出する
ことができました。

■鉄道建設等の建議
たびたび提起された建議案に、鉄道に関するものがありました。例えば、第 40 回帝国議会（大正 6（1917）

年 12 月開会）で衆議院に提出された 58 件の建議案のうち、24 件が鉄道に関係するものです。右の資料は、
そのうちの、碓氷峠の鉄道の輸送力と安全性の向上を求める建議案「信越線碓氷鉄道改良ニ関スル建議案」です。
この建議案は信越線碓氷鉄道改良ニ関スル建議案委員会の審査を経て、大正 7（1918）年 3 月 26 日に本会
議で可決され、政府に送付されました。

『帝国議会衆議院公報 第 28,29 回』（第 28 回　第 26 号）
https://dl.ndl.go.jp/pid/1337390/1/90
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議事録
帝国議会の「議事録」とは、本会議の議事等の要点を記録したものであり、発言を逐語的に記録した「議

事速記録」とは異なります。議事録に掲載されるのは、会議の日時、出席者、議題、表決等の要点です。議
事録の作成は、議院法（明治 22 年法律第 2 号）により書記官の任務とされており、その保存版は議長の署名
が必要とされ、正式な記録であったと言えます。なお、当館が公開しているものは保存版ではなく、貴族院・
衆議院の事務局から配付された版です。

■白熱する法案審議
第 52 回帝国議会（昭和元（1926）年 12 月開会）の重要法案には、震災手形損失補償公債法案、震災手

形善後処理法案などがありました。ここで紹介しているのは、両案の第一読会＊1 の続き（2 日目／昭和 2（1927）
年 3 月 4 日）の冒頭部分です。党派間の対立が激しく議事が混乱したようで、何回も「議場騒然」「静粛ノ注
意ヲ為ス」と記録されています。議事録では会議の開始から第一読会の採決までが 2 頁で記録されていますが、
これが議事速記録では各議員の演説が長いため 22 頁＊2 に及んでいます。

＊１　法律案の審議には、現在と異なり「三読会制」と呼ばれる仕組みが採用されていました。本会議の第一読会では、法案の
基本的内容が審議され（詳細な審査は委員会に付託）、第二読会の開催採否が決せられます。第二読会では、 逐条審議と
修正案作成 ､ 第三読会で院議が確定しました。ただし、回を追うにつれ次第に重要法案以外では正式な三読会の手順を踏
むことは少なくなりました ｡ なお、読会という言葉は、議案を印刷配付せず、会議で朗読したことから生まれたと言われてい
ます。

＊２　『衆議院議事速記録』第 52 回帝国議会　第 21 号（昭和 2（1927）年 3 月4 日）
　　  https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/#/detailPDF?minId=005213242X02119270304

『衆議院議事録 第 52 巻 第 1-33』（第 22）
https://dl.ndl.go.jp/pid/1351805/1/396
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要覧
要覧は、貴族院と衆議院でそれぞれ発行された判型の小さい冊子です。関係法令や議案の件名表、議事堂

についてなど議員に参考となる情報が収録されているほか、議員の氏名や略歴も掲載されています。要覧が複
数冊のセット組みで刊行された場合は、最後の冊に議員情報が掲載されています。

■議員の経歴と肖像写真
当館が所蔵する最も古い『衆議院要覧』は明治 30（1897）年 11 月のものですが、この版には「現任議員ノ履歴」

があります。ここで紹介するのは大正元（1912）年 12 月改訂のものです。この頃から、「議員履歴」に肖像写
真が掲載されるようになりました。なお、この見開きの右端の写真はのちに首相を務めることとなる犬養毅です。

『衆議院要覧』（大正元年 12 月改訂）
https://dl.ndl.go.jp/pid/1337692/1/140

＜参考文献＞
・衆議院 , 参議院 編『議会制度百年史』議会制度編， [ 衆議院 ], 1990　https://dl.ndl.go.jp/pid/9673683
・大山英久「帝国議会の運営と会議録をめぐって」『レファレンス』652, 国立国会図書館 , 2005.5　https://dl.ndl.go.jp/

pid/999894
・葦名ふみ「帝国議会衆議院における建議と請願　政府への意見伝達手段として」『レファレンス』718, 国立国会図書館， 

2010.11　https://dl.ndl.go.jp/pid/3050307
・葦名ふみ「政治家の個人文書を使う ( 第 2 部 )　政治家の個人文書と帝国議会の審議経過　度量衡問題の調査の事例から」『参

考書誌研究』78, 国立国会図書館， 2016.12　https://dl.ndl.go.jp/pid/10958308

［p.14 上部の錦絵出典］
楊齋延一 画「帝國議會衆議院之圖」第 2 期， 永松作五郎， 1891　https://dl.ndl.go.jp/pid/2542874

21 国立国会図書館月報 767号 2025.3

https://dl.ndl.go.jp/pid/1337692/1/140
https://dl.ndl.go.jp/pid/9673683
https://dl.ndl.go.jp/pid/999894
https://dl.ndl.go.jp/pid/999894
https://dl.ndl.go.jp/pid/3050307
https://dl.ndl.go.jp/pid/10958308
https://dl.ndl.go.jp/pid/2542874


は
じ
め
に

　

私
は
政
治
学
を
専
門
と
し
て
公
民
分
野
を
担
当

す
る
高
校
教
員
で
あ
り
、
ま
た
、
研
究
者
と
し
て

主
に
明
治
期
の
選
挙
や
議
会
政
治
を
研
究
し
て
き

た
。
２
０
２
１
年
に
は
「
近
現
代
日
本
の
議
会
傍

聴
―
帝
国
議
会
開
設
か
ら
現
在
ま
で
―
」（『
年
報

政
治
学
』２
０
２
１-

Ⅰ
、以
下
「
議
会
傍
聴
」
論
文
）

を
発
表
し
た
（
写
真
１
）。
こ
れ
は
、
明
治
期
か
ら

現
代
ま
で
の
議
会
政
治
１
３
０
年
を
た
ど
っ
た
論

文
で
あ
り
、
扱
う
対
象
の
時
間
軸
の
長
さ
に
大
そ

れ
た
「
暴
挙
」
に
近
い
感
覚
が
あ
っ
た
が
思
い
切
っ

て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

傍
聴
と
い
え
ば
、
裁
判
傍
聴
の
方
が
人
口
に

膾か
い
し
ゃ炙
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
議
会
傍
聴
の
方
は
、
論

文
を
投
稿
し
た
際
の
査
読
意
見
で
そ
の
意
義
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
政
治

学
者
か
ら
み
て
も
そ
の
意
義
は
自
明
で
は
な
い
。

つ
ま
り
研
究
と
し
て
未
開
拓
の
領
域
で
あ
り
、
肥

沃
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
誰
も
足
を
踏
み
入

れ
て
い
な
い
ま
っ
さ
ら
な
土
地
に
、
私
が
そ
の
第

末
木　

孝
典

SUEKI Takanori

論
文
「
近
現
代
日
本
の
議
会
傍
聴
」
を
は
じ
め
、
議
会
や
選
挙
に
つ
い
て
の
論
考
を
発
表
さ
れ
て

き
た
末
木
孝
典
さ
ん
に
、
ご
自
身
の
研
究
の
歩
み
の
中
で
、
当
館
の
所
蔵
資
料
を
ど
の
よ
う
に
使
っ

て
き
た
か
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
高
等
学
校
教
諭

１
９
７
７
年
生
ま
れ
。
２
０
０
４
年
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博

士
（
法
学
）。
専
門
は
日
本
政
治
史
。

単
著
に
『
選
挙
干
渉
と
立
憲
政
治
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
２
０
１
８
年
）、『
近
代
日
本
の
政
治
を

研
究
す
る 〈
講
演
録
〉
ア
ン
グ
ル
と
プ
ロ
セ
ス
』  （
合
同
会
社
D
の
3
行
目
、２
０
２
０
年
）、
共
著
書
に
『
政

務
調
査
会
と
日
本
の
政
党
政
治
』（
吉
田
書
店
、
２
０
２
４
年
）

「
近
現
代
日
本
の
議
会
傍
聴
」
で

国
立
国
会
図
書
館
資
料
を

い
か
に
活
用
し
た
か
。

写真 1　『年報政治学』2021－Ⅰ（日本政治学
会編 , 筑摩書房 , 2021）の表紙。
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一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

点
を
あ
る
機
会
に
諸
外
国
の
研
究
動
向
に
詳
し
い

政
治
学
者
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
諸
外
国
で
も
議
会

傍
聴
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
は
見
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
世
界
で
私
だ
け
が

踏
み
出
し
た
領
域
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
と

こ
ろ
周
り
に
人
は
お
ら
ず
、
後
ろ
を
振
り
返
っ
て

も
誰
も
つ
い
て
き
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

そ
の
点
で
は
、
こ
の
機
会
に
ど
の
よ
う
に
し
て

論
文
を
書
く
に
至
っ
た
の
か
、
調
査
研
究
の
過
程

で
ど
の
よ
う
な
資
料
を
用
い
た
の
か
に
つ
い
て
書

き
残
し
て
お
く
こ
と
に
も
後
進
の
方
に
何
ら
か
の

意
味
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
資
料
の
内
容
紹
介
も
兼
ね
る
こ
と
で
、

今
後
の
議
会
研
究
の
進
展
に
少
し
で
も
寄
与
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

論
文
執
筆
に
い
た
る
経
緯

　

大
学
院
の
博
士
課
程
で
は
明
治
25
（
１
８
９
２
）

年
の
第
２
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
際
に
起
き
た
選

挙
干
渉
事
件
を
研
究
テ
ー
マ
に
選
び
、
博
士
論
文

提
出
を
目
指
し
て
い
た
。
高
校
教
員
と
し
て
就
職

し
た
後
も
研
究
を
続
け
、
ほ
ぼ
内
容
が
固
ま
っ
た

段
階
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
後
、
諸
事
情
か
ら
博
士
論

文
の
提
出
・
審
査
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
待
っ
て
い
る
間
に
博
論
後
の
研
究

を
先
行
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
一

つ
が
、
明
治
期
の
人
々
の
政
治
参
加
意
識
が
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　
「
初
期
議
会
期
に
お
け
る
市
民
の
政
治
参
加
と

政
治
意
識
―
議
会
観
、
議
員
観
を
中
心
と
し
て
―
」

（『
近
代
日
本
研
究
』
30
、
２
０
１
４
年
２
月
、
以

下「
市
民
の
政
治
参
加
と
政
治
意
識
」論
文
）で
は
、

政
治
意
識
が
急
速
に
高
ま
っ
た
明
治
中
期
の
市
民

を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
際
、
人
々
の
政
治
意
識
と

い
う
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
数
字
を
使
え
ば
測
れ

る
の
か
と
い
う
課
題
に
直
面
し
た
。
従
来
の
歴
史

研
究
で
は
計
量
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
好
ま
れ
て
お

ら
ず
、
政
治
史
で
言
え
ば
政
治
家
の
書
簡
な
ど
を

も
と
に
し
た
重
要
局
面
の
内
幕
を
叙
述
す
る
こ
と

が
主
流
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
歴
史
研
究
の
醍
醐

味
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
歴
史
と
い
え
ど
も
数
字
で
立
証
で
き
る
要

素
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
現
に
経
済
史
で
は
経
済

指
標
を
用
い
て
研
究
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
し
、
す
で
に
政
治
学
で
も
計
量
分
析
が
主
流
と

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
歴
史
研
究

だ
か
ら
数
字
を
扱
わ
な
い
と
い
う
姿
勢
で
は
立
証

で
き
る
範
囲
を
自
ら
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
点
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
取
り
組
ん
で
い
た

最
初
の
衆
議
院
の
選
挙
制
度
に
お
け
る
選
挙
区

人
口
に
つ
い
て
新
資
料
を
も
と
に
明
ら
か
に
し

た
「
明
治
期
小
選
挙
区
制
に
お
け
る
選
挙
区
割
り

と
選
挙
区
人
口
―
明
治
22
年
衆
議
院
議
員
選
挙
法

未
成
案
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
選
挙
研
究
』
30-

１
、

２
０
１
４
年
7
月
、
以
下
「
選
挙
区
人
口
」
論
文
）

も
同
じ
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
ち

ら
は
大
学
院
生
時
代
に
選
挙
を
テ
ー
マ
に
広
く
文

書
を
渉
猟
す
る
な
か
で
、「
三
条
家
文
書
」（
国
立

国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）
に
選
挙
法
の
草
案

が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
筆
書
き
で
選
挙
区
ご

と
の
人
口
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、

い
ず
れ
論
文
に
で
き
た
ら
と
構
想
を
温
め
て
き
た

も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
資
料
を
そ
の
時
点
で
新
た

に
探
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

さ
て
、「
市
民
の
政
治
参
加
と
政
治
意
識
」
論
文

で
は
、
飯
塚
一
幸
氏
の
「
初
期
議
会
と
民
党
」（
明

治
維
新
史
学
会
編
『
講
座
明
治
維
新
５
・
立
憲
制

と
帝
国
へ
の
道
』
有
志
舎
、
２
０
１
２
年
）
か
ら
、

帝
国
議
会
が
開
か
れ
る
と
、
地
方
の
人
々
は
、
お

金
を
出
し
合
っ
て
代
表
団
を
東
京
の
議
会
傍
聴
に

送
り
込
み
、
勝
手
が
わ
か
ら
な
い
代
表
団
は
議
員

の
紹
介
を
受
け
る
と
き
に
苦
労
し
た
り
、
戻
っ
て

き
た
代
表
団
が
地
元
の
人
々
に
報
告
し
て
い
た
と

い
う
当
時
の
様
子
を
克
明
に
描
き
出
し
た
こ
と
に

ヒ
ン
ト
を
見
出
し
、
政
治
参
加
へ
の
意
欲
や
政
治
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意
識
が
向
上
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
と

し
て
傍
聴
者
数
が
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ

く
に
至
っ
た
（
傍
聴
以
外
に
は
請
願
の
状
況
も
）。

そ
し
て
、
そ
の
論
文
で
は
公
衆
席
の
傍
聴
者
数
を

示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
比
較
対
象
が
な

け
れ
ば
そ
の
数
字
が
政
治
意
識
の
高
ま
り
を
意
味

す
る
材
料
と
し
て
は
弱
い
こ
と
も
感
じ
て
い
た
た

め
、
意
識
の
高
ま
り
を
示
す
他
の
材
料
を
探
し
始

め
た
。
そ
の
結
果
、
議
会
報
告
で
守
衛
が
傍
聴
者

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
注
意
を
し
た
の
か
と
い
う

統
計
に
た
ど
り
着
い
た
。
傍
聴
券
の
偽
造
な
ど
今

で
は
考
え
ら
れ
な
い
行
為
が
行
わ
れ
、
何
と
し
て

で
も
議
会
傍
聴
を
し
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
す
る
市
民

の
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

と
き
、
い
ず
れ
戦
後
の
数
字
ま
で
集
め
ら
れ
た
ら

明
治
期
の
数
字
が
多
い
の
か
少
な
い
の
か
明
ら
か

に
で
き
る
と
思
っ
た
が
、
そ
の
時
は
時
間
の
制
約

も
あ
り
、
長
期
間
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、ひ
と
ま
ず
ア
イ
デ
ィ

ア
と
し
て
寝
か
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
博
士
論
文
も
無
事
に
提
出
で
き
、
次

の
研
究
テ
ー
マ
に
進
む
段
階
が
き
た
。
明
治
期
の

選
挙
は
引
き
続
き
テ
ー
マ
と
す
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
が
、
議
会
政
治
の
中
身
に
つ
い
て
は
驚
く
ほ
ど

研
究
が
少
な
く
、
個
別
政
策
の
研
究
で
速
記
録
が

使
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
議
会
政
治

が
１
３
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
も
つ
国
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
容
易
で
は
な

い
状
況
を
変
え
た
い
と
思
う
に
至
っ
た
。
そ
の
手

が
か
り
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
寝
か
し
て
い
た
議
会

傍
聴
を
「
起
こ
す
」
こ
と
に
し
た
。
葦
名
ふ
み
氏

が
「『
国
会
会
議
録
』
前
史
―
帝
国
議
会　

議
事
録・

委
員
会
の
会
議
録
・
速
記
録
・
決
議
録
の
成
立
と

展
開
―
」（『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
63-

１
、２
０
１
３

年
1
月
）
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
議
会
研
究

の
も
と
と
な
る
速
記
録
の
整
備
は
他
国
に
比
べ
て

も
引
け
を
と
ら
な
い
保
存
状
況
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
他
の
議
会
資
料
は
早
い
時
期
に
失
火
で
焼
失

し
て
お
り
、
速
記
録
以
外
の
資
料
が
限
ら
れ
て
い

る
の
は
確
か
で
あ
る
。
研
究
者
と
し
て
は
幅
広
く

他
の
公
文
書
・
私
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
議
会
関

係
資
料
を
探
す
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
同
時
に
、
研
究
を
形
に
す
る
た
め
に
は
現
存

し
て
い
る
資
料
か
ら
で
も
明
ら
か
に
で
き
る
論
点

を
考
え
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
資
料
が
な
い
こ
と
を
研

究
が
進
ま
な
い
言
い
訳
に
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
「
明
治
期
議
院
規
則
に
お
け
る

傍
聴
規
定
の
成
立
過
程
―
選
挙
権
な
き
女
性
の
政

治
参
加
を
論
点
と
し
て
―
」（『
年
報
政
治
学
』
Ⅰ

２
０
２
０-

Ⅰ
、
以
下
「
傍
聴
規
定
」
論
文
）
で
は
、

最
初
の
議
院
規
則
の
傍
聴
規
定
を
取
り
上
げ
、
そ

の
成
立
過
程
を
追
っ
た
。
こ
れ
は
國
學
院
大
学
所

蔵
「
梧
陰
文
庫
井
上
毅
文
書
」
に
残
る
夥

お
び
た
だし
い
数

の
法
令
の
草
案
の
中
に
議
院
規
則
の
草
案
も
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
で
そ
の
変
遷
を
追
う
こ
と
が
で
き

た
論
文
で
あ
る
。
草
案
を
活
用
す
る
と
い
う
点
で

は
「
選
挙
区
人
口
」
論
文
と
同
じ
手
法
で
あ
り
、

傍
聴
に
関
す
る
様
々
な
規
制
の
起
源
を
探
る
と
い

う
点
で
は
「
市
民
の
政
治
参
加
と
政
治
意
識
」
論

文
の
続
き
に
あ
た
る
。

　

副
題
で
示
し
た
通
り
、
私
自
身
の
問
題
関
心
と

し
て
は
、
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
が

な
ぜ
最
初
か
ら
議
会
傍
聴
が
可
能
だ
っ
た
の
か
、

写真２　議会開設当初の帝国議会議事堂
貴族院本会議場の傍聴席『帝国議会議事堂建築報告書』

〔本編〕, 営繕管財局 ,1938
https://dl.ndl.go.jp/pid/1686702/1/15
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と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
答
え
を
出
し
た
か
っ
た
。

同
論
文
の
提
出
後
、
２
０
１
９
年
９
月
に
前
田
健

太
郎
『
女
性
の
い
な
い
民
主
主
義
』（
岩
波
新
書
）

が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
執
筆
時
期
が
ほ

と
ん
ど
同
時
期
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
男
性
研
究
者
の
目
か
ら
見
て
も
、
日
本
の
政

治
お
よ
び
政
治
学
が
他
国
に
比
べ
て
は
る
か
に
長

期
間
に
わ
た
っ
て
女
性
の
存
在
を
排
除
し
て
き
た

こ
と
へ
の
疑
問
が
湧
い
て
く
る
状
況
に
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
う
。

　

私
の
論
文
の
結
論
は
、女
性
が
傍
聴
可
能
に
な
っ

た
要
因
と
し
て
女
性
団
体
の
異
議
申
し
立
て
が

あ
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
議
院
規
則
の
作
成
に
つ
い

て
事
務
局
内
で
議
会
が
関
与
で
き
な
い
勅
令
方
式

か
、
議
会
が
自
ら
制
定
す
る
仮
規
則
方
式
か
で
意

見
対
立
が
あ
り
、
結
局
、
議
会
の
自
律
性
を
尊
重

す
る
仮
規
則
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
で
議
会
自
体

が
関
与
す
る
余
地
が
残
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
も

の
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
議
会
に
対
す
る
女
性
団

体
の
意
思
表
明
が
、
議
会
で
規
則
か
ら
女
性
傍
聴

禁
止
条
項
を
削
除
し
た
動
き
に
作
用
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

明
治
期
の
議
会
開
設
前
後
か
ら
議
会
の
自
律
性

を
重
要
視
す
る
人
々
が
一
定
数
い
た
こ
と
は
、
す

で
に
「
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
当
選
者
を
め

ぐ
る
訴
訟
・
逮
捕
事
件
と
議
院
の
自
律
性
―
議
員

資
格
審
査
と
不
逮
捕
特
権
を
中
心
に
―
」（『
近
代

日
本
研
究
』
34
、
２
０
１
８
年
２
月
）
で
触
れ
て

い
た
。「
傍
聴
規
定
」
論
文
自
体
で
は
字
数
の
制
約

も
あ
り
明
文
化
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
系
譜

を
念
頭
に
お
い
た
研
究
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
博
士
論
文
で
扱
っ
た
明
治
25
年
の
選
挙
干

渉
を
調
べ
た
際
に
、
い
く
ら
自
由
民
権
運
動
を
経

て
い
た
と
は
い
え
、
政
府
か
ら
の
掣せ

い
ち
ゅ
う肘を
退
け
よ

う
と
立
ち
上
が
る
人
々
の
決
然
と
し
た
態
度
の
背

景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
継
続

し
て
い
た
問
題
関
心
と
も
い
え
る
。

　

実
は
、当
初「
傍
聴
規
定
」論
文
は
そ
の
後
の「
議

会
傍
聴
」
論
文
と
合
わ
せ
た
一
つ
の
論
文
「
近
現

代
日
本
の
議
会
傍
聴
の
実
態
と
課
題
―
戦
前
と
戦

後
の
連
続
性
に
着
目
し
て
―
」
と
し
て
執
筆
し
て

い
た
。
調
査
を
進
め
る
中
で
初
期
の
規
定
部
分
の

分
量
が
増
え
て
し
ま
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
状

態
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
部
分
を
切
り
離
し
た

と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。

｢

議
会
傍
聴｣

論
文

　

そ
し
て
、
切
り
離
し
て
残
っ
た
「
議
会
傍
聴
」

論
文
の
方
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
用
い
て
き
た
歴

史
資
料
を
丹
念
に
探
す
研
究
手
法
で
は
集
め
ら
れ

る
デ
ー
タ
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
時
期
に
、
あ
る

研
究
者
グ
ル
ー
プ
が
科
研
費
を
使
っ
て
衆
議
院
事

務
局
で
保
存
し
て
い
る
資
料
を
調
査
し
、
リ
ス
ト

で
公
表
し
た
も
の
を
見
た
。
そ
こ
か
ら
傍
聴
関
係

の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、

さ
ら
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
た
。

　

活
路
を
見
い
だ
し
た
の
は
、
本
務
で
あ
る
高
校

の
授
業
「
政
治
入
門
」
で
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
取

り
上
げ
る
た
め
に
様
々
な
情
報
や
文
献
に
触
れ
る

中
で
、
情
報
公
開
を
活
用
し
て
ス
ク
ー
プ
を
も
の

に
し
た
記
者
た
ち
を
知
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
特
に
、

高
田
昌
幸・小
黒
純
編
『
権
力
ｖ
ｓ
調
査
報
道
』（
旬

報
社
、
２
０
１
１
年
）
と
高
田
昌
幸
他
編
『
権
力

に
迫
る｢

調
査
報
道｣

』（
旬
報
社
、
２
０
１
６
年
）

と
い
う
表
紙
が
黒
と
白
の
二
冊
に
多
く
を
依
っ
て

い
た
（
私
は
勝
手
に
「
黒
本
」「
白
本
」
と
呼
ん
で

い
る
）。
そ
の
「
白
本
」
の
方
に
登
場
す
る
毎
日
新

聞
社
の
日
下
部
聡
記
者
が
、
富
山
県
の
主
婦
が
安
保

法
制
に
関
し
て
情
報
公
開
請
求
し
た
際
内
閣
法
制
局

が
「
審
査
せ
ず
」
と
回
答
し
た
こ
と
を
端
緒
に
ス

ク
ー
プ
報
道
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
日
下
部
記
者

は
、
そ
の
後
、
２
０
１
８
年
に
『
武
器
と
し
て
の

情
報
公
開
』（
ち
く
ま
新
書
）
を
出
版
し
、
関
係
者

に
話
を
聞
い
て
回
る
手
法
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

分
野
に
は
情
報
公
開
制
度
を
活
用
す
る
実
例
を
紹
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介
し
て
い
る
。
私
は
記
者
で
は
な
い
が
、
研
究
者

と
し
て
情
報
公
開
制
度
を
用
い
る
こ
と
で
現
代
の

議
会
傍
聴
に
関
す
る
記
録
を
オ
ー
プ
ン
に
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
。
国
会
は
情
報
公
開
法

の
対
象
外
だ
が
、
２
０
０
８
年
か
ら
両
院
と
も
官

庁
に
準
じ
る
情
報
公
開
制
度
を
運
用
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
両
院
の
情
報
公
開
制
度
を
活
用
し
た
。

私
は
、
傍
聴
人
数
と
そ
の
座
席
別
内
訳
、
傍
聴
に

関
す
る
規
制
・
取
締
に
つ
い
て
公
開
請
求
を
行
っ

た
。
参
議
院
は
、
各
年
度
の
「
傍
聴
席
係
月
報
綴
」

と
「
所
管
事
項
報
告
の
件
」
に
加
え
、
傍
聴
人
の

服
装
・
持
ち
物
の
許
可
基
準
が
開
示
さ
れ
た
。
衆

議
院
は
、｢

日
計
簿｣

と
戦
後
の
傍
聴
人
の
退
場
件

数
が
開
示
さ
れ
た
。

　

入
手
し
た
膨
大
な
傍
聴
人
数
デ
ー
タ
は
エ
ク
セ

ル
に
入
力
し
、
論
文
で
は
グ
ラ
フ
と
表
で
活
用
し

た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
正
規
の
情

報
公
開
で
入
手
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
０
２
２
年
に
研
究
者
向
け
にResearchm

ap

上

で
「
近
現
代
日
本
の
議
会
傍
聴
」
基
礎
デ
ー
タ
と

し
て
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
の
ま
ま
デ
ー
タ
を
公
開

し
た
（https://researchm

ap.jp/read0211811/

published_w
orks

）。
こ
れ
は
、
私
自
身
の
思
い

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
斉
休
校
で
授
業
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
な
っ
た
こ
と
で
家
に
い
る
時
間
を
使
っ

て
入
力
し
た
デ
ー
タ
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
の
研

究
者
に
は
そ
の
入
力
時
間
を
省
略
し
、
デ
ー
タ
を

新
た
な
研
究
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
い
る
。
関
心
の
あ
る
向
き
に
は
ぜ
ひ

活
用
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
際
、
入
手
元
と
し
て
出

典
を
明
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

資
料
の
渉
猟

　

研
究
で
訪
れ
る
施
設
と
し
て
は
、
国
立
国
会
図

書
館
の
憲
政
資
料
室
に
は
重
要
な
政
治
家
の
私
文

書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研
究
者
は
足

繁
く
通
う
。
私
も
同
様
だ
が
、
今
回
の
傍
聴
に
つ

い
て
は
、
議
会
官
庁
資
料
室
（
写
真
３
）
も
活
用

し
た
。
同
資
料
室
に
は
戦
前
・
戦
後
の
議
会
資
料

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
請
願
の
記
録
と
し
て
は
、

帝
国
議
会
期
の
貴
族
院
や
衆
議
院
の
請
願
関
係
資

料
が
第
一
回
帝
国
議
会
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
。
初

期
の
頃
は
ま
っ
た
く
採
択
さ
れ
て
い
な
い
請
願
で

は
あ
る
が
、
議
会
開
設
時
か
ら
民
衆
の
中
に
は
選

挙
権
拡
大
や
普
通
選
挙
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
こ

と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
貴
重

な
の
は
、
政
治
史
で
は
公
文
書
や
政
治
家
の
私
文

書
を
使
っ
て
事
実
を
構
築
す
る
た
め
、
記
録
に
残

り
に
く
い
民
衆
の
思
考
や
意
見
は
見
え
に
く
く
な

る
か
ら
で
あ
る
。
新
聞
や
雑
誌
を
丹
念
に
探
す
こ

と
も
で
き
る
が
、
そ
も
そ
も
記
者
の
ア
ン
テ
ナ
に

キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
な
け
れ
ば
記
事
に
登
場
し
な
い
の

写真 3　国立国会図書館東京本館　議会官庁資料室 　
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で
あ
る
。

資
料
の
活
用

　

次
に
、
実
際
に
「
議
会
傍
聴
」
論
文
で
使
用
し

た
資
料
に
つ
い
て
、
傍
聴
に
関
す
る
項
目
以
外
も

含
め
て
紹
介
し
た
い
。

　

第
一
回
の
『
衆
議
院
記
事
摘
要
』
に
は
、
議
員

の
異
動
、
議
事
の
内
容
（
法
律
議
案
、
予
算
案
、

重
要
動
議
、
上
奏
、
建
議
、
質
問
・
答
弁
、
請
願
）、

懲
罰
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
他
の
文
献
に

見
ら
れ
な
い
特
徴
は
付
録
に
あ
る
。
請
願
の
府
県

別
件
数
一
覧
表
、
経
過
表
、
連
署
人
数
の
分
類
と

府
県
別
人
数
、
請
願
人
の
職
業
別
人
数
、
族
籍
別

人
数
が
デ
ー
タ
と
し
て
そ
ろ
っ
て
い
る 

　

ま
た
、
傍
聴
人
数
に
つ
い
て
は
、　
「
出
席
議
員

傍
聴
券
配
付
及
傍
聴
現
員
一
覧
表
」
が
あ
り
、
出

席
議
員
数
、
傍
聴
券
配
付
数
、
傍
聴
現
員
が
そ
れ

ぞ
れ
青
、
朱
、
黒
色
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
記
録
さ

れ
て
い
る
（
写
真
４
）。
そ
の
他
、
会
議
に
お
け
る

速
記
時
間
と
記
録
ペ
ー
ジ
数
も
グ
ラ
フ
に
な
っ
て

い
る
。
設
置
さ
れ
た
委
員
会
に
つ
い
て
は
一
覧
表

で
示
さ
れ
、
各
委
員
会
の
開
会
日
時
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。　

　

第
二
回
、
第
三
回
は
、『
衆
議
院
事
務
局
諸
課

報
告
』
に
傍
聴
券
を
発
行
す
る
庶
務
課
と
実
際
の

入
場
者
を
確
認
す
る
守
衛
部
が
記
録
し
た
座
席
別

写真 4　 『衆議院記事摘要』第 1 回 , 衆議院事務局 ,1891　「出席議員傍聴券配付及傍聴現員一覧表」https://dl.ndl.go.jp/pid/14048998/1/161
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傍
聴
人
数
が
両
方
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第

三
十
七
回
か
ら
第
九
十
二
回
ま
で
『
衆
議
院
報
告
』

に
傍
聴
券
の
配
付
数
や
傍
聴
人
員
表
が
記
録
さ
れ

て
い
る
（
写
真
５
）。
た
だ
し
、
空
白
の
回
次
は
、

第
三
十
回
は
『
衆
議
院
事
務
概
覧
』
の
傍
聴
券
の

配
付
数
や
傍
聴
人
員
表
に
第
一
回
か
ら
第
三
十
回

ま
で
の
座
席
別
人
数
が
あ
り
、第
三
十
六
回
は
『
衆

議
院
記
事
摘
要
』
の
「
傍
聴
券
及
傍
聴
人
員
表
」

を
用
い
る
こ
と
で
補
え
る
。

　

ま
た
、
公
衆
席
の
男
女
別
人
数
は
、
第
四
回
か

ら
第
八
回
は
『
衆
議
院
記
事
摘
要
』
の
「
傍
聴
人

員
之
比
例
」（
写
真
６
）、
第
五
十
回
は
『
衆
議
院

公
報
』、
第
五
十
一
回
以
降
は
『
衆
議
院
報
告
』
で

わ
か
る
。

　

貴
族
院
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
は
『
貴
族
院
事

務
局
諸
課
報
告
』
に
一
日
ご
と
に
座
席
別
人
数
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
（
次
頁
写
真
7
）。

　

そ
の
後
は
、
第
八
十
五
回
ま
で
『
貴
族
院
事
務

局
報
告
』
に
「
傍
聴
人
員
表
」
が
記
録
さ
れ
、
開

会
日
数
、
傍
聴
人
員
総
数
、
国
内
外・男
女
別
人
数
、

開
会
中
一
日
の
平
均
傍
聴
人
員
数
が
わ
か
る
。
第

八
十
四
回
・
第
八
十
五
回
の
『
帝
国
議
会
貴
族
院

事
務
局
報
告
』
に
第
一
回
か
ら
第
八
十
五
回
ま
で

の
数
字
が
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
便
利
で

あ
る
。

　

事
務
局
全
体
の
規
則
は
明
治
25
（
１
８
９
２
）

年
の
『
衆
議
院
事
務
局
規
則
』、
各
年
度
の
『
衆
議

院
要
覧
』と『
貴
族
院
要
覧
』に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、『
要
覧
』
は
そ
の
時
点
で
の
関
連
法
令
な
ど

を
網
羅
す
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
当
時
の
官
僚
や

議
員
に
と
っ
て
は
重
宝
し
た
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、

後
年
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
資
料
的
な
価

値
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

 　

衆
議
院
の
守
衛
に
関
す
る
規
則
は
『
守
衛
必
携
』

『
衆
議
院
守
衛
必
携
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
国
立

国
会
図
書
館
に
は
、
明
治
25
年
12
月
版
（
次
頁
写

真
８
）、
明
治
40
年
６
月
増
補
版
、
大
正
６
年
12
月

増
補
版
、
大
正
14
年
８
月
改
正
版
、
昭
和
３
年
10

月
改
正
版
、
昭
和
13
年
１
月
改
正
版
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
貴
族
院
の
守
衛
に
つ
い
て
は
『
貴
族
院

守
衛
要
規
』
大
正
７
年
12
月
増
訂
版
が
1
冊
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

　

傍
聴
人
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
衆
議
院
は
、
第
二
回
～
第
三
十
六
回
は
『
衆

議
院
記
事
摘
要
』の「
院
内
警
察
執
行
事
務
一
覧
表
」

で
処
分
内
容
の
詳
細
が
分
か
る
。
第
三
十
七
回
～

第
九
十
二
回
は
『
衆
議
院
報
告
』
の
「
院
内
警
察

事
項
表
」
に
件
数
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
貴

族
院
に
つ
い
て
は
、『
貴
族
院
事
務
局
報
告
』
に
記

載
が
な
く
、
取
り
締
ま
り
の
実
態
を
現
す
資
料
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

写真６　『衆議院記事摘要』第 4 回 , 衆議院事
務局 ,1893 「傍聴人員之比例」
https://dl.ndl.go.jp/pid/14048999/1/265

写真 5　『衆議院報告』第 37 回 , 衆議院事務
局 ,1916 

「傍聴券配付高及傍聴人員表」
https://dl.ndl.go.jp/pid/1674836/1/99
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論
文
へ
の
反
響　
　

　

｢

傍
聴
規
定｣

論
文
は
日
本
政
治
学
会
の

２
０
２
０
年
度
若
手
優
秀
論
文
賞
に
選
ん
で
い
た

だ
け
た
た
め
、
研
究
者
か
ら
の
反
応
が
強
く
あ
っ

た
。
新
聞
記
者
の
方
か
ら
も
現
在
も
続
く
厳
し
い

服
装
規
定
に
関
連
し
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
た
。

一
方
、「
議
会
傍
聴
」
論
文
に
つ
い
て
は
、
研
究
者

よ
り
も
議
会
事
務
局
か
ら
の
反
響
が
目
立
つ
。
現

状
の
制
度
と
関
係
す
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
と
思

わ
れ
る
。
２
０
２
４
年
は
地
方
議
会
の
標
準
と
な

る
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
の
規
則
を
改
定
す

る
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の

議
長
会
事
務
局
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
受
け
た
。
そ
の

際
に
聞
い
た
の
は
、
戦
前
戦
後
の
傍
聴
デ
ー
タ
を

網
羅
的
に
集
め
た
こ
と
へ
の
感
嘆
と
、
服
装
規
定

の
基
準
が
判
明
し
た
こ
と
へ
の
驚
き
で
あ
っ
た
。

　

通
常
、
歴
史
研
究
が
現
在
の
課
題
に
直
接
的
に

役
立
つ
こ
と
は
少
な
い
。
今
回
の
よ
う
に
過
去
の

ル
ー
ル
の
制
定
過
程
や
運
用
実
態
が
現
在
の
ル
ー

ル
改
定
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
得
る
と
示
さ
れ

た
こ
と
は
、
議
会
関
係
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、

研
究
と
実
務
を
つ
な
ぐ
可
能
性
に
つ
い
て
示
唆
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

議
会
に
関
す
る
資
料
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
欠

け
て
い
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
活
用
さ
れ

尽
く
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
国
立
国
会
図
書

館
の
所
蔵
す
る
憲
政
資
料
や
議
会
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
も
急
速
に
進
み
、
研
究
者
に
と
っ
て
の
利
便

性
も
高
ま
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
資
料
か
ら
も

１
３
０
年
を
超
え
る
日
本
の
議
会
政
治
の
歴
史
を

新
し
い
視
点
で
研
究
す
る
余
地
は
大
い
に
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

写真 7　『貴族院事務局諸課報告』第 1 期帝国議会 , 貴族院
事務局 ,１８９１ 　「第一期帝国議会貴族院傍聴券及傍聴人調
表」https://dl.ndl.go.jp/pid/783953/1/97

写真 8　『守衛必携』衆議院守衛部 ,1892
（上）表紙　（中）（下）「守衛必携目次」
https://dl.ndl.go.jp/pid/14049000
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子ども／おもちゃの博覧会 
特別展
国立民族学博物館 編・刊　2019.3 
231p ; 30 cm
<請求記号 KB16-M139>

　
本
書
は
、国
立
民
族
学
博
物
館
（
以
下
「
民

博
」
と
い
う
。）
が
２
０
１
９
年
３
月
か
ら

５
月
ま
で
開
催
し
た
特
別
展
「
子
ど
も
／
お

も
ち
ゃ
の
博
覧
会
」
の
図
録
で
あ
る
。
図
版

と
そ
の
解
説
が
主
で
あ
る
Ⅰ
～
Ⅵ
章
に
加
え

て
15
本
の
エ
ッ
セ
イ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
表
紙
が
印
象
的
だ
が
、

世
相
を
反
映
す
る
玩
具
の
数
々
を
見
る
と
、

昔
の
玩
具
の
魅
力
は
懐
か
し
さ
や
楽
し
さ
に

と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

　

特
別
展
で
主
に
展
示
さ
れ
た
の
は
、
大
阪

府
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
「
玩
具
及
び
関
連

世
相
資
料
」、通
称
「
時
代
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
あ
る
。「
時
代
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

は
、
収
集
家
・
多
田
敏と
し
か
つ捷
氏
が
集
め
た
総
数

約
６
万
点
の
非
常
に
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
、
当
初
、
大
阪
府
に
よ
っ
て
１
９
９
３
年

に
購
入
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て
府
で
検
討
さ
れ

た
結
果
、
２
０
１
３
年
に
民
博
に
寄
贈
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
２
０
１
４
年
か
ら
２
０
１
８

年
に
か
け
て
、
ま
さ
に
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

積
極
的
な
活
用
」
と
い
え
る
、
民
博
の
共
同

研
究
「
モ
ノ
に
み
る
近
代
日
本
の
子
ど
も
の

文
化
と
社
会
の
総
合
的
研
究
―
国
立
民
族
学

博
物
館
所
蔵
多
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
」
が
行
わ
れ
た
。
特
別
展
は
、
論
集
の
刊

行
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
公
開
等
を
含

む
、こ
の
共
同
研
究
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
玩
具
の
図
版
が
江
戸
時
代
か

ら
現
代
に
至
る
ま
で
お
お
む
ね
時
代
順
に
並

べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
明
治
～
昭
和
戦
前

期
の
玩
具
を
取
り
上
げ
た
第
Ⅲ
章
「
時
代
と

玩
具
」
は
本
書
の
半
分
近
く
の
ペ
ー
ジ
を
占

め
て
お
り
、
最
も
充
実
し
た
章
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
第
Ⅲ
章
で
は
、
汽
車
を
模
し
た
ブ

リ
キ
製
の
玩
具
の
よ
う
に
、
新
し
い
技
術
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
り
、
新
し
い
素
材
を
取
り

入
れ
た
り
し
た
玩
具
が
目
に
つ
く
。
次
の
第

Ⅳ
章「
戦
争
と
子
ど
も
と
玩
具
」で
は
、日
清
・

日
露
戦
争
の
頃
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
に
至

る
ま
で
の
、
戦
争
の
時
代
を
色
濃
く
反
映
す

る
玩
具
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
玩
具
自
体
は

昔
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の

絵
柄
が
世
相
を
反
映
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
メ
ン
コ
は
そ
の
代
表
例
で
、
軍
人
が
描

か
れ
た
メ
ン
コ
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

息
の
長
い
玩
具
で
あ
る
メ
ン
コ
は
、
第
Ⅴ
章

「
戦
後
の
玩
具
と
子
ど
も
」
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
第
Ⅴ
章
で
は
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
や
国
内
外
の
俳
優
の
絵
柄
の
も
の
が

目
立
つ
。
余
談
だ
が
、
私
が
小
学
生
の
と
き

に
校
内
で
メ
ン
コ
が
流
行
っ
た
際
は
、
ア
ニ

メ
や
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
自
分
で
描

い
た
手
作
り
の
メ
ン
コ
で
遊
ん
で
い
た
。

　

収
録
さ
れ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
の
一
つ
で
あ

る
日
髙
真
吾
「
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵

『
時
代
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
の
概
要
」
に

は
、
こ
の
時
代
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴

は
「
新
聞
、
号
外
、
雑
誌
、
書
籍
、
古
文
書

な
ど
の
文
献
史
料
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
」

と
あ
る
。
本
図
録
は
玩
具
が
中
心
で
、
文
献

史
料
の
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
図

録
内
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
聞
の
号
外
や
雑

誌
記
事
、
ハ
ガ
キ
な
ど
は
い
ず
れ
も
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
玩
具
以
外
の
文
献

史
料
の
紹
介
に
も
期
待
し
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
増
田 

玲
）
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遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
複
写
物
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

で
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

国
立
国
会
図
書
館
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
紙
の
複
写

物
を
郵
送
す
る
「
遠
隔
複
写
（
郵
送
受
取
）」
に
加
え
て
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
複
写
物
を
提
供
す
る
「
遠
隔
複
写
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）」
の
サ
ー
ビ
ス
を
令
和
７
年
２
月
20
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
の
著
作
権
法
改
正
（
本
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
規
定

は
令
和
５
年
６
月
１
日
施
行
）
に
よ
り
、
図
書
館
等
で
は
利
用

者
の
調
査
研
究
の
た
め
、
著
作
物
の
一
部
分
を
利
用
者
の
求
め

に
応
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
送
信
す
る
こ
と
（
図
書

館
等
公
衆
送
信
サ
ー
ビ
ス
）
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法

改
正
を
受
け
、
権
利
者
、
出
版
社
、
図
書
館
等
の
関
係
者
に
よ

る「
図
書
館
等
公
衆
送
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
関
係
者
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
、
図
書
館
等
公
衆
送
信
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
同
協
議
会
に
お
け
る
合
意
を
踏
ま
え
、
新

た
な
遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ

を
通
じ
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
複
写
物
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。

○
サ
ー
ビ
ス
概
要

国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
来

館
せ
ず
に
複
写
を
申
し
込
み
、
複
写
物
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
申
込
み
及
び
Ｐ

Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ

（https://ndlsearch.ndl.go.jp/

）
か
ら
行
い
ま
す
。

な
お
、
著
作
権
法
の
定
め
に
よ
り
、
複
写
可
能
な
範
囲
は
原

則
と
し
て
著
作
物
の
一
部
分
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
資
料

国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
（
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
含

む
。）
を
対
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
楽
譜
の
出
版
物
、
地
図

の
出
版
物
、
写
真
集
、
画
集
、
発
行
後
１
年
以
内
の
雑
誌
等
は
、

著
作
権
法
そ
の
他
の
規
定
に
よ
り
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方

本
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
個

人
の
登
録
利
用
者
（
本
登
録
）
で
す
。
簡
易
登
録
利
用
者
及
び

図
書
館
等
の
機
関
か
ら
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
本

サ
ー
ビ
ス
の
申
込
み
に
際
し
て
は
、
利
用
規
約
に
同
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
利
用
者
登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ>

利
用
者
登
録>

国
立
国
会
図
書
館
の
利
用
者
登
録

（
個
人
）
に
つ
い
て>

本
登
録　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
複
写
料
金

次
の
１
お
よ
び
２
の
合
計
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
複
写
物
の
作
成
に
要
す
る
費
用

複
写
す
る
資
料
の
種
類
と
複
写
方
法
に
よ
っ
て
料
金
が
異

な
り
ま
す
。
画
像
１
コ
マ
当
た
り
の
料
金
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
紙
資
料
（
図
書
、
雑
誌
等
）　

８
３
・
６
円
（
76
円
＋
税
）

・
撮
影
を
行
う
紙
資
料
（
古
典
籍
資
料
等
）　

１
７
６
円

（
１
６
０
円
＋
税
）

・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ　

１
１
６
・
６
円
（
１
０
６
円
＋
税
）

・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
録
資
料　

６
２
・
７
円
（
57
円
＋
税
）

２
．
著
作
権
者
に
支
払
う
補
償
金
に
相
当
す
る
額

補
償
金
の
詳
細
は
、
一
般
社
団
法
人
図
書
館
等
公
衆
送

信
補
償
金
管
理
協
会
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｂ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.sarlib.or.jp/

）
の
「
図
書
館
等
公
衆
送
信

補
償
金
規
程
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

本
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ>

資
料
・
情
報
の
利
用>

複
写
サ
ー
ビ
ス>

遠
隔
複

写
サ
ー
ビ
ス　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会
「
世
界
を
つ
な
ぐ
子
ど

も
の
本
―
２
０
２
２
年
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
・
Ｉ

Ｂ
Ｂ
Ｙ 

オ
ナ
ー
リ
ス
ト
図
書
展
」

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
３
月
18
日
（
火
）
か
ら
５
月

25
日
（
日
）
ま
で
、
展
示
会
「
世
界
を
つ
な
ぐ
子
ど
も
の
本
―

２
０
２
２
年
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
・
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ
ナ
ー
リ
ス

ト
図
書
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
示
会
で
は
、
２
０
２
２
年
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞

受
賞
者
の
こ
れ
ま
で
の
諸
作
品
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
国
際
児
童
図
書

評
議
会
）
オ
ナ
ー
リ
ス
ト
（
推
薦
図
書
リ
ス
ト
）
の
掲
載
作
品

と
そ
の
邦
訳
書
、
あ
わ
せ
て
約
２
０
０
冊
を
手
に
と
っ
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

○
開
催
期
間　

３
月
18
日
（
火
）
～
５
月
25
日
（
日
）

※
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
（
５
月
５
日

の
こ
ど
も
の
日
は
開
館
）、
毎
月
第
３
水
曜

日
（
資
料
整
理
休
館
日
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
は
、
１
９
５
６
年
に
始
ま
っ
た
国
際

的
な
児
童
文
学
賞
で
、
２
年
に
一
度
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
か
ら
児
童
文

学
の
分
野
で
卓
越
し
た
業
績
を
あ
げ
た
現
存
の
作
家
と
画
家
に

対
し
て
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。２
０
２
２
年
は
マ
リ
ー
＝
オ
ー
ド
・

ミ
ュ
ラ
イ
ユ
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
が
作
家
賞
を
、
ス
ー
ジ
ー
・

リ
ー
さ
ん
（
韓
国
）
が
画
家
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ
ナ
ー
リ
ス
ト
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
が
隔
年
で
作
成
す

る
推
薦
図
書
リ
ス
ト
で
す
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

の
各
国
支
部
が
、
自
国
で
新
た
に
出
版
さ
れ
た
児
童
書
の
中
か

ら
外
国
に
紹
介
し
た
い
作
品
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
文
学
作
品
」、「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
」、「
翻
訳
作
品
」

の
３
部
門
か
ら
成
り
、
２
０
２
２
年
は
世
界
の
国
と
地
域
か
ら

１
６
３
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
、
文
学
作
品
部

門
に
花
形
み
つ
る
さ
ん
の
『
徳
治
郎
と
ボ
ク
』、イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
部
門
に
田
島
征
三
さ
ん
の
『
つ
か
ま
え
た
』、
翻

訳
作
品
部
門
に
長
野
徹
さ
ん
訳
の『
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
の
ポ
ロ
ス
』

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り

一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

○
対
象
資
料

国
際
子
ど
も
図
書
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
２
万
３
千
冊

○
利
用
休
止
予
定
期
間

令
和
７
年
３
月
11
日
か
ら
令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で

※ 

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー

チ
の
書
誌
詳
細
画
面
の
「
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
」
で
、

「
作
業
中　

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
」
の
表
示
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
検
索
し

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

資
料
の
保
存>

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て>

デ
ジ
タ
ル

化
作
業
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て　

に
掲
載

し
て
い
ま
す
。　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
の
文
化
的
資
産
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

展示会「世界をつなぐ子どもの本―展示会「世界をつなぐ子どもの本―
２０２２年国際アンデルセン賞・ＩＢ２０２２年国際アンデルセン賞・ＩＢ
ＢＹ オナーリスト図書展」ちらしＢＹ オナーリスト図書展」ちらし
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令
和
６
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
が
残
す
べ
き「
記
録
」と「
記

憶
」
に
つ
い
て
」
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
７
年
１
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
を
行
い
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研

究
所
と
の
共
催
に
よ
り
、
毎
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。阪

神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
そ
し
て
東
日
本

大
震
災
な
ど
、
発
災
か
ら
時
間
が
経
過
す
る
中
で
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
も
生
じ
て
お
り
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

の
意
義
や
役
割
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
３
名

の
研
究
者
か
ら
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
事
例
の
報
告
や
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
立

国
会
図
書
館
か
ら
は
国
立
国
会
図
書
館
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ

イ
ブ
事
業
の
経
緯
と
現
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
東
北
大
学
か
ら

は
、
昨
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
含
む
自
然
災
害

ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
況
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

形
で
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
国
会
図
書
館
、
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
と
の
業

務
交
流
（
第
13
回
）

令
和
６
年
12
月
18
日
に
韓
国
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｌ
）、
翌

19
日
に
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と
の
共
同
セ
ミ

ナ
ー
方
式
に
よ
る
業
務
交
流
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
い
ま

し
た
。
こ
の
業
務
交
流
は
、
両
国
の
立
法
補
佐
機
関
の
間
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｌ
と
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
韓
国
側
か
ら
法
律
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
と
現
在

準
備
中
の
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
日
本

側
か
ら
国
会
関
連
シ
ス
テ
ム（
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
等
）

の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
両
機
関
に
お
け
る
業

務
体
制
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ

と
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
両
機
関
か
ら
労
働
力
不
足
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
韓
国
に
お
け
る
若
年
者
雇

用
及
び
高
齢
者
雇
用
の
現
状
、
日
本
に
お
け
る
副
業
の
活
用
に

係
る
現
状
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シンポジウムの詳細は以下に掲載しています。シンポジウムの詳細は以下に掲載しています。
https://kn.ndl.go.jp/static/2024/11/06https://kn.ndl.go.jp/static/2024/11/06

また、発表資料は東北大学 みちのく震録伝に掲載されています。また、発表資料は東北大学 みちのく震録伝に掲載されています。
https://www.shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/symposium/20250111/https://www.shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/symposium/20250111/

パネルディスカッションパネルディスカッション 国立国会図書館からの報告国立国会図書館からの報告
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令
和
６
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長

と
の
懇
談
会

令
和
６
年
12
月
11
日
、
標
記
懇
談
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
、
国
公

私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
委
員
館
の
図
書
館
長
及
び
関
係

機
関
の
代
表
者
を
招
い
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
坂
井
修
一
東
京
大
学
副
学
長
・
附
属
図
書
館
長

が
「
大
学
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

―
新
時
代

の
教
育
研
究
の
た
め
に
―
」
と
題
し
て
、
大
学
図
書
館
の
在
り

方
を
再
定
義
す
る
た
め
の
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ス
キ
ー
マ
」
と

そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
東
大
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
（
案
）」
の
概
要
、

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
時
代
に
お
け
る
大
学
の
デ
ジ
タ
ル
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
課
題
、
国
立
国
会
図
書
館
と
の
連
携
へ
の
期
待

等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
次
に
、
当
館
か
ら
、
大
場
利
康

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
長
が
「
デ
ジ
タ
ル
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

係
る
国
立
国
会
図
書
館
の
取
組
と
課
題
」
と
題
し
て
、
当
館
の

取
組
と
大
学
図
書
館
と
の
連
携
強
化
・
拡
大
の
可
能
性
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
メ
タ
デ
ー
タ
の
整
備

に
つ
い
て
、
当
館
未
収
か
つ
入
手
困
難
資
料
の
デ
ー
タ
収
集
に

つ
い
て
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ス
キ
ー
マ
に
つ
い
て
等
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
図
書
館
間
の
相
互
利

用
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
可
能
に
し
て
い
く
の
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
令
和
７
年
刊
行
予
定

令
和
７
年
は
、
左
記
の
号
を
合
併
号
と
し
て
刊
行
す
る
予
定

で
す
。

・
７
７
１
／
７
７
２
号
（
令
和
７
年
７
／
８
月
）

・
７
７
３
／
７
７
４
号
（
令
和
７
年
９
／
10
月
）

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
８
９
号

令
和
７
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶

一
括
法
案
の
取
扱
い
を
め
ぐ
る
議
論
―
日
本
及
び
カ
ナ
ダ
議

会
下
院
を
例
と
し
て
―

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
憲
法
と
緊
急
事
態
法
制
―
憲
法
に
緊
急
事
態

条
項
が
な
い
国
の
法
制
度
の
概
要
と
動
向
―

飲
酒
運
転
の
規
制
を
め
ぐ
る
内
外
の
動
向
―
日
英
独
仏
の
比

較
― 

諸
外
国
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
―
米
国
と
Ｅ
Ｕ
の
取
組
を
中
心
に

―
諸
外
国
の
自
動
車
関
係
税
（
資
料
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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